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は じ め に 

本校は、大正９年（1920年）に下関市立下関中学校として創設され、校是「天下第一関」（てんか だい

いっかん）を精神的支柱にしている学校です。これは「天下第一の下関中学校、下関西高校であれ」、「中

等教育は人生第一の難関、これを克服せよ」という二つの意味を持っている言葉です。この校是の下、高

い知性・豊かな情操・強い意志・健やかな身体を育み、円満な人間性と社会性とを備えた真に次代を担う

にふさわしい人材を育成することを教育目標としています。今年、2019年には創立100年目を迎える伝統

校として、次の100年へ向けて、更なる教育の質の向上に取り組んでいるところです。 

そうした中、平成２９年度に新学科である探究科を設置し、そして、平成３０年度にスーパーサイエン

スハイスクール（ＳＳＨ）の指定を受けることとなりました。第１期目の本校の研究開発課題を「『科学

的課題構想力を身に付けたグローバル人材の育成プログラム』の開発」とし、特に、教科横断・文理融合

学習による探究活動を通して、この研究開発課題に取り組んでいます。本校ではこの「科学的課題構想力」

を、「常に知的好奇心を持って様々な視点から自然事象や社会事象を観察し、そこで得た気付きから課題

を設定し、数学や理科の見方・考え方を豊かな発想で活用したり、組み合わせたりしながら、課題解決の

方法を構想し解決する力」と定義しています。 

本事業では、成長のステージと考えた各年次（１年 探究的視点育成、２年 探究力育成、３年 実践的

探究力育成）において、教科横断・文理融合学習による探究活動を推進するための７つのプログラムから

なるRainbow Programを実施することにより、身に付けさせたい３つの力である「課題設定解決力」「国際

協働実践力」「情報活用力」が育まれ、科学的課題構想力を身に付けたグローバル人材を育成できるとい

う仮説を立てました。  

Rainbow Program（①データサイエンス ②アクティブ・ラーニング ③異文化体験 ④プレイングティー

チャー ⑤リレー探究 ⑥ユニットカリキュラム ⑦ローカルアプリケーション）は、研究開発の内容・実

施方法・検証評価・ 探究活動をより系統的に実施するためのツールとして実施しているものです。また、

生徒の研修や探究活動などに地域大学や博物館、ＪＡＸＡをはじめとする研究機関や企業を活用するとと

もに、国際交流や校外研修などの事業を織り交ぜながら取組を進めています。 

駆け足で進めてきた第１期１年目の事業ですが、全校協働体制の下、教職員と生徒の意欲的な取組によ

り、順調に展開できていると実感しています。もちろん、取組の中で課題として挙がってきたものもあり

ますので、次年度以降の取組に生かしてまいりたいと思います。 

終わりに、事業の推進に御指導・御助言を賜りました運営指導委員の先生方をはじめ、文部科学省、科

学技術振興機構、山口県教育委員会等、関係機関の皆様に感謝申し上げ、巻頭の御挨拶とさせていただき

ます。 

 

平成３１年(2019年)３月 

山口県立下関西高等学校 

校 長 山 根 敬 二 
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別紙様式１－１ 

山口県立下関西高等学校 指定第１期目 30～34 

 

❶平成３０年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

 ① 研究開発課題  

「科学的課題構想力を身に付けたグローバル人材の育成プログラム」の開発 

 ② 研究開発の概要  

科学的課題構想力を身に付けたグローバル人材に求められる「課題設定解決力」「国際協働実践力」「情

報活用力」を育むため、教科横断・文理融合学習による探究活動を推進するためのRainbow Programを実施

する。これにより、科学技術系スペシャリストやジェネラリストとして、生涯にわたって活躍するために必

要な資質や能力を育成する。 

 ③ 平成３０年度実施規模  

研究開発は、全日制の生徒全員を対象として実施する。 

 ④ 研究開発内容  

１ 研究計画 

・ １年次（平成３０年度） 

校務分掌にＳＳＨ推進室を設置し、ＳＳＨ事業を推進するための校内体制を整備した。また、

探究科１年次生及び２年次生に科学的課題構想力を身に付けさせるため「基礎探究」や「発展

探究」をはじめとするＳＳＨに係る様々なプログラムを開発するとともに、全校生徒を対象と

したユニットカリキュラム等の取組を推進した。さらに、大学体験講座や海外での校外研修、

下関市及びその周辺の地域での研修等により、社会や自然の事物・現象への興味・関心を高め、

課題設定解決力を育む取組を開発した。理数教育に係る地域の拠点校としては、小学生を対象

とした出前講義や中学生を対象とした探究活動体験講座を実施することにより、地域の児童・

生徒の科学技術に対する興味・関心を高めるとともに、ＳＳＨ事業の成果の普及を行った。 

・ ２年次（平成３１年度） 

探究科１～３年次生に科学的課題構想力を身に付けさせるためのプログラムを開発するとと

もに、普通科１年次生に課題解決力を育むための取組を研究開発する。 

・ ３年次（平成３２年度） 

これまで探究科１～３年次生に科学的課題構想力を身に付けさせるために開発した様々なプ

ログラムについて、実践上の課題を整理してプログラムを改善するとともに、「基礎探究」や

「発展探究」とユニットカリキュラムやリレー探究等との関連をより一層深めるなど、改善に

努める。また、普通科２年次生に課題解決力を育むための取組を開発する。 

・ ４年次（平成３３年度） 

次期学習指導要領の実施に向け、プログラムの見直しを行うとともに、生徒に科学的課題構

想力をより一層育む取組となるよう、改善を図る。また、研究開発学校として、他校に研究開

発の成果を積極的に提供する。 

・ ５年次（平成３４年度） 

第２期目の申請に向け、プログラムの見直しを行うとともに、生徒に科学的課題構想力をよ

り一層育むための取組となるよう、改善を図る。また、研究開発学校として、他校に研究開発

の成果を積極的に提供するとともに、近隣の学校の教員を対象とした研修会を実施する。 

２ 教育課程上の特例等特記すべき事項 

探究科は、教科「情報」の選択必履修科目「社会と情報」の標準単位数を２単位から１単位に減じ

る。減じた１単位の内容については、学校設定科目「基礎探究」（２単位）において実施する。 

３ 平成３０年度の教育課程の内容 

探究科は、科学的課題構想力を育むための学校設定教科「探究」を設置し、学校設定科目「基

礎探究」（２単位）、「発展探究」（２単位）を実施した。また、数学、理科及び外国語につい

ては、それぞれ専門教科「理数」及び「英語」の各科目を実施した。 



４ 具体的な研究事項・活動内容 

（１）「課題設定解決力」「情報活用力」を育むための取組 

教科「情報」、専門教科「理数」「英語」及び学校設定教科「探究」において、「課題設定解決

力」「情報活用力」を育むための取組を実施するためのカリキュラムを開発した。学校設定教科

「探究」では、探究的視点育成ステージである１年次生を対象とした「基礎探究」（２単位）の

年間指導計画を、探究力育成ステージである２年次生を対象とした「発展探究」（２単位）年間

指導計画を作成し、実践した。なお、こうした取組をより一層深めるため、「西高海峡ディスカ

バリー」や「夏休みディスカバリープロジェクト」「大学体験学習」等を計画し、実践した。 

（２）「国際協働実践力」を育むための取組 

英語によるコミュニケーション能力やグローバル人材として求められる資質・能力を育むた

めのプログラムとして、探究科２年次生を対象とした「シンガポール・マレーシア研修」を計

画し、実践した。また、１年次生を対象に「外務省講座」「留学生との交流」などを実施し「シ

ンガポール・マレーシア研修」に向け、生徒の興味・関心を高めるよう工夫した。 

（３）レインボープログラムの取組 

複数の教科・科目の担当者がティーム・ティーチングを行うユニットカリキュラムや、様々

な教科・科目の授業において、あるテーマに沿って、それぞれの教科・科目の見方・考え方を

働かせながら思考させるリレー探究を計画し、実施した。 

主体的・対話的で深い学びの実現に向け授業改善を図るアクティブ・ラーニングの取組につ

いては、研修会を実施するとともに、相互に授業を参観する機会を計画し、実践した。 

１年次生を対象とした、「西高海峡ディスカバリー」や「夏休みディスカバリープロジェクト」「発

展探究」において、地域の大学や博物館、気象台、企業等と連携した取組を計画し、実践した。 

その他、データサイエンス、異文化体験、プレイングティーチャーの取組についても、それ

ぞれ実践しているところである。 

（４）ＳＳＨ事業の普及 

ＳＳＨ・探究Ｎｅｗｓ及び本校ウェブページに活動の様子を掲載するとともに、小学生や中

学生を対象とした講座を開催することにより、本校ＳＳＨの活動を広く発信した。また、本校

主催のアクティブ・ラーニングに係る教育研究会を計画し、実践した。 

（５）運営指導委員会の開催 

本校の研究開発について、指導・助言を受けるための運営指導委員会を年３回計画し、実施した。 

 ⑤ 研究開発の成果と課題  

１ 実施による成果とその評価 

・ 探究科の１年次生は、「日常生活における課題をいくつか挙げることができる」や「何かを

調べたり、観察、実験したりすることにより、自分自身がこれまで知らなかったことに気付い

たことがある」などを尋ねた項目において、平成３０年４月の調査と平成３１年１月の調査を

比べると望ましい変容が見られた。これは、基礎探究の授業において実施した取組の成果と考

えている。 

・ 探究科の２年次生は、「日常生活における課題を、科学的に思考し、答えを導き出すことが

好きである」や「どんな職業に就いても、理科や数学の知識が必要であると思う」を尋ねた項

目において、平成３０年４月の調査と平成３１年１月の調査を比べると自然科学科や人文社会

科学科の区別なく望ましい変容が見られた。これは、発展探究の授業において、１年かけて課

題研究に取り組んだことから、社会や自然の事物・現象への興味・関心が高まり、課題を発見

し解決しようとする課題設定解決力がより一層育まれたことの表れであると考えている。 

２ 実施上の課題と今後の取組 

・ ２年次における課題研究を充実させるためには、１年次の基礎探究の取組が重要である。１

年次末には、生徒の興味・関心により研究グループを作り、課題を発見し、解決するための研

究計画を立てていくこととなるが、順調に進まないグループもある。今後とも、基礎探究にお

ける、課題設定解決力を育む取組を改善していきたい。 

・ 今年度は、２年次生が発表する機会を十分に設定できなかった。自身の考えを分かりやすく

表現する力を育むことができるこうした活動は、これからの社会で求められる資質・能力の一

つである。校外の発表会への参加を検討するとともに、本校主催の発表会の開催について、研

究したい。 



別紙様式２－１ 

山口県立下関西高等学校 指定第１期目 30～34 
 

❷平成３０年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 

①  研究開発の成果  

１ 探究的視点養成に向けた取組（１年次生） 

（１）基礎探究 

「教科基礎」「情報活用」「国際理解」等からなる基礎探究のカリキュラムを開発した。「教科基

礎」の各講座では、２年次の発展探究で求められる課題設定解決力を育むことができた。「情報活

用」では、課題研究の発表や研究論文を作成するために必要となる、各種ソフトウエアの使い方

を身に付けさせるとともに、測定機器を用いてデータをコンピュータに取り込み処理するなどの

実践的な情報活用力を育むことができた。さらに、将来のグローバル人材の育成に向け、「国際理

解」では、英語によるディベートやスピーチに取り組み、国際協働実践力を育むことができた。 

（２）課題設定解決力をより一層育むための取組 

「西高海峡ディスカバリー」「夏休みディスカバリープロジェクト」「外務省講座」及びＪＡＸ

Ａと連携して実施した「課題解決学習」など、課題の発見・解決に向けた様々な取組を実施する

ことにより、探究活動の方法を身に付けさせることができた。さらに、「大学体験講座」では、持

続可能右な開発目標をテーマとしたチーム基盤型学習（ＴＢＬ）に取り組むことにより、協働し

て課題解決に取り組む方法を身に付けさせることができた。 

２ 探究力育成に向けた取組（２年次生） 

（１）発展探究 

科学的課題構想力を育むために実施する発展探究では、生徒がグループに分かれて、主体的に

設定したテーマについて１年間にわたる研究を行うことができた。研究に当たっては、地域の大

学や企業、行政機関などの地域資源と連携して研究を進めたグループもあるなど、積極的に取り

組むことができた。また、中間報告会や校内発表会を実施することにより、それぞれのグループ

が取り組んだ内容を分かりやすく説明するための表現力や、プレゼンテーションを行うための技

能を向上させることができた。 

（２）課題設定解決力や情報活用力をより一層育むための取組 

「課題研究オリエンテーション」及び「大学体験講座」等を行い、課題研究を進める上で必要と

なる資質・能力をより一層育むことができた。「大学体験講座」で行った、データサイエンスに係

る講義と実習により、生徒はデータを関連付けて分析する多次元分析について学ぶことができた。 

（３）国際協働実践力を育むための取組 

多民族国家であるシンガポールやマレーシアを訪問することにより、グローバル人材として必

要となる国際協働実践力を育むことができた。また、シンガポールやマレーシアの先端技術や伝

統的な産業にふれることにより、科学技術の有用性を感じることができた。 

３ 実践的探究力育成に向けた取組（３年次生） 

理数科の３年次生が、校外で行われた課題研究発表会に参加することにより、多様な視点から自

分たちの研究を振り返ることができた。また、自身の考えを分かりやすく伝えるための表現力も、

経験を重ねるごとに向上した。 

４ 科学部・校外活動・各種大会の取組 

グローバルサイエンスキャンパス、科学の甲子園山口県大会、数学オリンピック等に探究科の生

徒をはじめ、多数の生徒が参加した。これにより、生徒の科学技術に対する興味・関心を高めるこ

とができた。 

５ レインボープログラムの取組 

〇 広島大学におけるデータサイエンスに係る取組により、課題研究においては、調査、観察、実

験によって得られたデータを基にして、考察を充実させることができた。 

〇 様々な教科において、アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善を推進することにより、教

員の意識が変容してきた。  

〇 シンガポール・マレーシア研修等の異文化体験に係る取組により、多民族国家の実態を目の当た

りにするとともに、英語の修得がグローバル人材となるために必要であることへの理解を深めるこ

とができた。 

〇  小学生を対象とした出前授業や中学生を対象とした探究活動体験講座等、プレイングティー



チャーに係る取組により、将来のリーダーとしての資質・能力を育むことができた。 

〇  リレー探究に係る取組により、社会や自然の事物・現象を多様な視点で見る資質・能力を育む

とともに、その重要性に気付かせることができた。 

〇  様々な教科・科目の組合せで行われるユニットカリキュラムに係る取組により、生徒はより深

い学びを体験することができた。 

〇  ローカルアプリケーションに係る取組により、様々な事業を実施するとともに、課題研究の内

容をより深めることができた。 

６ その他の取組の成果 

（１）全教員の協力体制 

事業初年度であるものの、「基礎探究」や「発展探究」「ユニットカリキュラム」「リレー探究」

に多くの教員が関わることにより、全校体制で研究開発を推進することができた。 

（２）ＩＣＴ機器の利活用 

ｉＰａｄ等のＩＣＴ機器を導入したことにより、多くの教員がＩＣＴを活用して授業を行うよう

になった。 

②  研究開発の課題  

１ 探究的視点育成の取組（１年次生） 

多くの生徒が、「基礎探究」をはじめとする「課題設定解決力」を育む取組により、科学的課題構

想力の基礎を身に付けることができた。しかし、少数ではあるものの依然として「発展探究」の研

究テーマを決定できていない生徒がいる。今後は、「基礎探究」をはじめとする１年次生を対象とし

た様々な取組を改善するとともに、テーマを設定できていない生徒には、担当教員による支援を充

実させていきたい。 

２ 探究力育成に向けた取組（２年次生） 

探究科の２年次生は、課題研究により、課題設定解決力や情報活用力を身に付けることができた。

しかし、今年度は、こうした学びの成果を校外で発表するなど、２年次生を対象とした表現力を育

む取組が十分ではなかった。今後は、校外の発表会に積極的に参加するとともに、本校主催の発表

会の開催について、研究していきたい。 

３ レインボープログラムの取組 

（１）異文化体験の取組 

シンガポール・マレーシア研修において、現地の学生や生徒との交流は英語を用いて行った。

英語の必要性を実体験するものであり、大変有意義であった。今後は、こうした取組をより一層

充実させるため、事前指導において来日している留学生と交流する機会を作るなど、プログラム

の改善に努めたい。 

（２）リレー探究の取組 

生徒に多様な視点を育むためには、設定するテーマを生徒にとってより身近なものにする必要

がある。今後ともテーマについて研究を進めていきたい。 

（３）ユニットカリキュラムの取組 

ユニットカリキュラムの実践に当たっては多数の教員が参観するなど、本校の授業改善に向け

た取組の中核となるものであった。その一方で、学校行事など様々な要因から、実施時期に偏り

が生まれていた。今後はこうした要因を分析し、より実りある取組に改善していきたい。 

４ その他の課題 

（１）全教員の協力体制の推進 

ＳＳＨ事業開始初年度から、様々なプログラムにおいて多くの先生方の協力を得ることができ

た。中でも授業改善に向けた取組では、科学技術系人材に必要となる思考力・判断力・表現力を育

むための様々な取組が行われ、生徒を対象としたアンケート調査にもその変容が表れていることか

ら、全校体制による成果と考えている。一方で、事業担当者の多忙感は大きい。２年目以降は、１

年目の成果を参考にしながら進めることにより、多忙感を少なくしていきたいと考えている。 

（２）ＩＣＴ機器の利活用の促進 

ＳＳＨ事業開始により、本校にも様々なＩＣＴ機器が導入された。今後はその活用の幅を広げ

るため、校内研修などを進めていきたい。 

（４）評価方法の確立 

本年度は、生徒や教員を対象としたアンケート調査を実施した。これに加えて、より広くＳＳ

Ｈ事業の成果を測るため、保護者を対象としたアンケート調査について、研究していきたい。 

 



❸ 実施報告書 
 
第１章 研究開発の課題 
 
１ 学校の概要 
（１）学校名，校長名 

学校名：山口県立下関西高等学校 
校長名：山根 敬二 

  
（２）所在地，電話番号，ＦＡＸ番号 

所在地：山口県下関市後田町４丁目１０番１号 
電 話：０８３－２２２－０８９２ ＦＡＸ：０８３－２２２－０８９９ 

 
（３）課程・学科・学年別生徒数，学級数及び教職員数 

① 課程・学科・学年別生徒数，学級数  
＜全日制＞                                     平成３０年５月１日現在 

学科 
第１学年 第２学年 第３学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

普通科 １６０ ４ １６０ ４ １９１ ５ ５１１ １３ 
探究科 ７８ ２ ８０ ２   １５８ ４ 
理数科     ３３ １ ３３ １ 

計 ２３８ ６ ２４０ ６ ２２４ ６ ７０２ １８ 

※ 平成２９年度入学生から、普通科１６０人・探究科８０人の募集とし、理数科の募集を停止した。 
＜定時制＞ 

学科 
第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 計 
生徒数 生徒数 生徒数 生徒数 生徒数 学級数 

普通科 ７ １４ １４ ５ ４０ ４ 
 

② 教職員数  

課程 校長 教頭 教諭 
養護 
教諭 

常勤 
講師 

非常勤 
講 師 

実習 
助手 

ＡＬＴ 
事務 
職員 

計 

全日制 
１ 

２ ５２ １ ０ ５ ３ １ 
９ ８４ 

定時制 1 ６ ※２ ０ １ ０ ０ 

※ 定時制の養護教諭２は非常勤 
 
２ 研究開発課題名 

「科学的課題構想力を身に付けたグローバル人材の育成プログラム」の開発 
 
３ 研究開発のねらい 

情報化やグローバル化の進展、科学技術の目覚ましい進歩によって多くの恩恵を受ける一方で、災
害からの復興、地球規模の環境問題や刻々と変化する経済情勢への対応など、私たちは、これまで経
験したことのない多様な課題に直面している。このような時代を生き抜く生徒には、ふるさとへの誇
りと愛着を持ち、一人ひとりが夢の実現に向け果敢にチャレンジしていく姿勢と、人と人とのつなが
りを大切にし、協働して課題を解決していく姿勢が強く求められている。こうした姿勢を育むために
は、「知識・技能」はもちろんのこと、それらを活用するための「思考力・判断力・表現力」や「主
体的・対話的に学ぶ態度」の育成が必要である。 
今後の知識基盤社会、ＡＩの発達によるビッグデータの活用が進む時代を見据え、新たな価値を生

み出すことができるよう、教科横断・文理融合学習による探究活動を推進し、科学的課題構想力を身
に付けたグローバル人材の育成をめざす。 
なお、本研究開発で育成をめざす科学的課題構想力とは、常に知的好奇心を持って様々な視点から自然事象

や社会事象を観察し、そこで得た気付きから課題を設定し、数学や理科の見方・考え方を豊かな発想で活用し
たり、組み合わせたりしながら、課題解決の方法を構想し解決する力である。また、グローバル人材とは、外
国語を用いたコミュニケーション能力を基盤として、文化や考え方の多様性を理解し、地域や地球規模の課題
を自らの課題ととらえ、多様な人々と協働して課題解決に取り組むための実践力を持った人材である。 

 
４ 研究の目標 

本校は、平成２９年度に山口県初となる「探究科」(自然科学科・人文社会科学科）を設置し、未
来を拓く次代のリーダーの育成に取り組んでいる。探究科では、サイエンスの視点を持たせながら教
科横断・文理融合学習を進めている。そこで、こうした取組をより実践的に進めていくため、７つの
プログラムからなるRainbow Program（レインボープログラム）を設定する。各プログラムにおいて
は、科学的課題構想力を身に付けたグローバル人材に求められる３つの力「課題設定解決力」「国際



協働実践力」「情報活用力」の育成を図り、科学技術系スペシャリストやジェネラリストとしてグロー
バル化が進展する社会で、生涯にわたって活躍するために必要な資質・能力の育成をめざす。研究開
発に当たっては、生徒の研修や探究活動などに地域の大学や博物館、ＪＡＸＡをはじめとする研究機
関や企業を活用するとともに、国際交流や校外研修などの事業を織り交ぜながら実践する。 
さらに、探究科に加え普通科においてもRainbow Programを基にした授業の実施について研究開発

を行うとともに、科学系部活動の活性化や、各種科学コンテストへの参加に向けた取組により、全校
生徒に本校がめざす３つの力を育成する。 

 
５ 研究開発の内容 
（１）概要 

科学的課題構想力を身に付けたグローバル人材に
求められる３つの力「課題設定解決力」「国際協働実
践力」「情報活用力」を育むため、成長のステージと
考えた各年次において、教科横断・文理融合学習に
よる探究活動を推進するための７つのプログラムか
らなるRainbow Programによる各種取組を実施する。 
実施に当たっては、主体的・対話的で深い学び

の実現に向けた授業改善を推進するとともに、大
学や博物館、ＪＡＸＡをはじめとする研究機関や
企業と連携した取組を実施する。 
教科横断・文理融合を取り入れた学習を推進する

ユニットカリキュラムでは、データサイエンスを通
して身に付けた学びと思考のさらなる深まりをめ
ざす。こうした取組により、理系の生徒はもちろん
のこと、文系の生徒にも科学技術を意識しながら課題解決に取り組む資質・能力を育成する。 

 
（２）実施規模 
  研究開発は、全日制の生徒全員を対象とし、それぞれにおいて次の取組を行う。 
・ 教科横断・文理融合を取り入れた学習は、全ての学科で実施する。 
・ 課題研究の取組は、探究科における学校設定科目｢基礎探究｣「発展探究」「課題研究」「教科探究」

において、３年間を通じて系統的・計画的に実施するとともに、普通科における「社会と情報」「総
合的な学習の時間」においてミニ課題研究を実施する。 

・ 科学系部活動や各種大会（科学系オリンピック、科学の甲子園、エコノミクス甲子園など）に向
けた取組は、探究科と普通科から希望者を対象として実施する。 

 
（３）内容 

探究科の生徒はもちろんのこと、普通科の生徒にも次の３つの力を育むことにより、科学的課題構
想力を身に付けたグローバル人材を育成する。 
名 称 能力・姿勢 期待する生徒の変容 

課題設定 

解決力 

課題設定力 
知的好奇心を持って社会や自然の事物・現象に接することにより、問題を見いだし、課題

を設定することができる。 

課題解決力 
自ら発見した課題について比較・検討、分析・解釈することを通して、物事の本質を理解

し、解決することができる。 

国際協働 

実践力 

国際性 
国際的に活躍する科学技術系人材となるため、自身の考えについて外国語で表現すること

ができるとともに、異文化を興味・関心を持って学ぶことができる。 

協働性 
社会や自然の事物・現象について、意見交換や議論をすることにより、自分の考えをより妥当

なものにすることができるとともに、協働して新たな価値を見いだすことができる。 

実践力 
科学を学ぶことの有用性を理解し、新たな価値の創造に向けて粘り強く挑戦することがで

きる。 

情報活用力 
情報を科学的に理解し、情報技術を活用して課題を発見し、解決することができるよう、

得られたデータを有効かつ適切に活用していくことができる。 
 
（４）必要となる教育課程の特例等 

探究科は、教科「情報」の選択必履修科目「社会と情報」の標準単位数を２単位から１単位に減じる。

減じた１単位の内容については、学校設定科目「基礎探究」（２単位）において実施する。これにより、

課題解決的な学習に取り組みながら、コンピュータを扱う技能を実践的に修得することができる。また、

科学的課題構想力を育むための学校設定教科「探究」を設置し、学校設定科目「基礎探究」（２単

位）、「発展探究」（２単位）を実施する。これに加え、数学、理科及び外国語については、それ

ぞれ専門教科「理数」及び「英語」の各科目を履修する。 

Rainbow Program（レインボープログラム） 

２年次 

探究力 

育成ステージ 

科学と社会に虹をかける 

ファシリテーター 
３年次 
実践的探究力 

育成ステージ 

課題設定解決力 

情報活用力 

国際協働実践力 

育
て
た
い
三
つ
の
力 

１年次 

ファシリ
探究的視点 

ファシリテー
育成ステージ 

ファシリテー



 

第２章 研究開発の経緯 
   

  

  事業項目 
対
象 事前指導 

ワーク

シート 
レポート アンケート ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 

探
究
的
視
点
育
成 

基礎探究 

探
究
科
１
年
次 

○ ○ ○ ○ 教科基礎 
情報活用 

国際理解 
→ → → 

西高海峡ディスカバリー 
 

〇 ○ ○ 実施 
  

  

国際理解に向けた講座 
 

○ ○ 
    

実施  

夏休みディスカバリープロジェクト 〇 〇 〇 ○ 
  

希望調査 事前指導 実施 

夏休みディスカバリープロジェクト発表会 〇 
 

○ 〇 
   

 発表準備 

科学技術者育成セミナー 
 

〇 ○ 〇 
   

  

大学体験講座（九州大学共創学部） 〇 ○ ○ ○ 
   

  

ＪＡＸＡと連携して実施した課題解決学習 
 

○ ○ 〇 
   

  

課題研究発表会の見学（宇部高等学校、探究学習成果発表大会） 〇 〇 
     

  

探
究
力
育
成 

発展探究 

探
究
科
２
年
次 

○ ○ ○ ○ テーマ設定 実験・調査 → → 報告会準備 

課題研究オリエンテーション 
  

○ 
  

実施 
 

  

理工系大学セミナー 
  

○ ○ 
  

希望調査  実施 

発展探究中間報告会 ○ 〇 〇 〇 
   

事前指導 発表準備 

大学体験講座（広島大学情報科学部） 
 

〇 ○ ○ 
   

 事前指導 

科学技術出前講座 
 

○ ○ ○ 
   

  

シンガポール・マレーシア海外研修 ○ ○ ○ ○ 
   

  

発展探究校内発表会 ○ 〇 ○ ○ 
   

  

探究学習成果発表会 ○ 〇 ○ 
    

  

実
践
的
探
究
力
育
成 

教科探究・課題研究  
※ 平成３１年度から開講 

理
数
科
３
年
次 

 
○ ○ ○ 

   
  

ＳＳＨ生徒研究発表会 ○ 
 

○ 
    

ポスター作成 参加 

中国・四国・九州地区理数科高等学校課題研究発表大会 ○ 
 

○ 
    

ポスター作成 参加 

日本生物教育会全国大会 ○ 
 

○ 
    

ポスター作成 参加 

科
学
部
・
校
外
活
動
・
各
種
大
会 

科学部 

全
年
次
希
望
者 

    
研究活動 → → → → 

やまぐちサイエンスキャンプ 〇 
 

○ 
  

事前指導 参加   

グローバルサイエンスキャンパス 〇 
 

○ 
 

通年 → → → → 

中国地区高校生科学技術フェア ○ 
 

○ 
   

事前課題   

サイエンスやまぐち２０１８          

科学の甲子園山口県大会 ○ 
 

○ 
    

希望調査  

日本数学オリンピック 〇 
      

  

山口県生徒環境講座 ○ ○ ○ 〇 
 

希望調査 参加 → → 

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム 

データサイエンス 

全
年
次 

  
○ 〇 

 
出前講座 

 
  

アクティブ・ラーニング 
  

〇 〇 実践 → 教員研修会 実践 → 

異文化体験 
  

○ 〇 
   

国際理解に

向けた講座 

下関市立大

学訪問 

プレイングティーチャー 
  

〇 〇 
   

 
小・中学生対象 

出前講座 

リレー探究 
  

○ ○ 
  

探究科 

1年次生 
  

ユニットカリキュラム 
  

〇 〇 実践 → → → → 

ローカルアプリケーション 
  

〇 〇   下関酒造 
下関地方 

気象台 
県庁・ＫＲＹ 

推
進
体
制 

校内研修 

教
員 

      
ＡＬ研修   

先進校視察       
福岡高等学校 
香住丘高等学校 

  

校外研修会        
高大連携 

九州工業大学 

筑波大学附属駒場高等学校 

数学研修 

ＳＳＨ運営指導委員会        
県内３校 

合同実施 
 

下関西高等学校課題研究等発表会 
※ 平成３１年度から実施予定 

         



 

 
事業項目 

対
象 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

探
究
的
視
点
育
成 

基礎探究 

探
究
科
１
年
次 

→ → → 
発展探究 

希望調査 
→ 発展探究班分け 研究テーマ設定 

西高海峡ディスカバリー 
   

    

国際理解に向けた講座 
   

    

夏休みディスカバリープロジェクト 
レポート 

発表   
    

夏休みディスカバリープロジェクト発表会 実施 
  

    

科学技術者育成セミナー 希望調査 
 

実施     

大学体験講座（九州大学共創学部） 
 

事前課題 実施     

ＪＡＸＡと連携して実施した課題解決学習 
  

事前課題 実施    

課題研究発表会の見学（宇部高等学校、探究学習成果発表大会） 
   

希望調査 事前指導 
宇部高等学校 

見学 

探究学習成果 

発表大会見学 

探
究
力
育
成 

発展探究 

探
究
科
２
年
次 

中間報告会 実験・調査 → 発表準備 リハーサル 校内発表会 
探究学習成果 

発表大会 

課題研究オリエンテーション 
   

    

理工系大学セミナー 
   

    

発展探究中間報告会 実施 
  

    

大学体験講座（広島大学情報科学部） 事前指導 実施 
 

    

科学技術出前講座 希望調査 実施 
 

    

シンガポール・マレーシア海外研修 事前指導 
事前指導 

保護者対象説明会 
事前指導 実施    

発展探究校内発表会 
   

発表準備 リハーサル 実施  

探究学習成果発表大会 
   

  発表準備 参加 

実
践
的
探
究
力
育
成 

教科探究・課題研究  
※ 平成３１年度から開講 

理
数
科
３
年
次 

   
    

ＳＳＨ生徒研究発表会 
   

    

中国・四国・九州地区理数科高等学校課題研究発表大会 
   

    

日本生物教育会全国大会 
   

    

科
学
部
・
校
外
活
動
・
各
種
大
会 

科学部 

全
年
次
希
望
者 

→ 
科学の甲子園

山口県大会準備 

科学の甲子園 

山口県大会参加 
研究活動 → → → 

やまぐちサイエンスキャンプ 
   

    

グローバルサイエンスキャンパス → → → → → → → 

中国地区高校生科学技術フェア 実施 
  

    

サイエンスやまぐち２０１８ 研究 出品 展示     

科学の甲子園山口県大会 
 

競技準備 参加     

日本数学オリンピック 
  

準備 参加    

山口県生徒環境講座 → → → → → → → 

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム 

データサイエンス 

全
年
次 

  

大学体験講座 

（広島大学） 
    

アクティブ・ラーニング 実践 
大学体験講座

（九州大学） 
教育研究会 実践 → → → 

異文化体験 
   

シンガポール・ 

マレーシア研修 
   

プレイングティーチャー 
 

中学生対象 

体験講座  
    

リレー探究 
 

普通科 

２年実施  
    

ユニットカリキュラム 実践 → 教育研究会 実践 → → → 

ローカルアプリケーション 発展探究 発展探究 発展探究 発展探究 発展探究 発展探究  

推
進
体
制 

校内研修  

教
員 

 
ＩＣＴ 

アクティブ・

ラーニング 
 報告書 ＩＣＴ  

先進校視察 宇部高等学校 
山口高等学校 

大宮北高等学校 
宇部高等学校 

千葉高等学校 

戸山高等学校 
 宇部高等学校 徳山高等学校 

校外研修会 
中国地区ＳＳＨ 

担当者交流会 

大学教育再生

加速プログラム 
 

次世代型教育推進セミナー 

ＳＳＨ情報交換会 
   

ＳＳＨ運営指導委員会 本校で実施     本校で実施  

ＳＳＨ下関西高校全体発表会 
※ 平成３１年度から実施予定 

       



第３章 研究開発の内容 

 

第１節 探究的視点育成の取組（１年次生） 

 

１ 基礎探究 

２年次に取り組む発展探究に向け、課題設定解決力、情報活用力、国際協働実践力等を育むことを目的

とした基礎探究は、「教科基礎」「情報活用」「国際理解」等の取組から構成されている。単位数は２単位

で、週時程において連続で実施できるように配置している。それぞれの取組の状況は、次のとおりである。 

 

（１）教科基礎 

教科基礎は、人文社会系（「国語」「地理歴史」「公民」の３講座）及び自然科学系（「数学」「物

理」「化学」「生物」の４講座）の７講座から構成されており、生徒は、人文社会系と自然科学系か

らバランスよく３講座を選び、受講することとしている。それぞれの講座では、２年次に取り組む

発展探究への接続を考え、課題解決的な学びを実践している。それぞれの講座で育成を目指す力や

取組の内容、評価、検証は、次のとおりである。 

ア 国語 

（ア）仮説 

地域や世代などによって、同じ「ことば」でも意味が異

なることを、国立国語研究所などの資料を用いて学ぶこと

により、ことばの理解をより深めることができる。 

（イ）研究内容 

ａ 実施概要 

場所 本校ＨＲ教室   参加者 探究科１年次生 ２８人 

ｂ 方法 

「なおす」「いる」「おる」などの例を挙げて、ことばの意味を説明した。 

ｃ 評価 

世代によって、同じ言葉でも違う捉え方をする具体例を示し学習した。例えば｢１時間弱｣

の意味を若年世代では「１時間より少し長い」という意味の捉え方をしている。「日本語」

がひとつではないことに生徒が驚き、興味を持った。 

（ウ）検証 

時間的に仕方のないことではあるが、今回生徒は説明を聴くだけになった。生徒自身が、こ

とばの「違い」あるいは「新語」に関心を持ち、自分で｢発見｣できるように改善する方法につ

いて研究していきたい。 

 

イ 地歴 

（ア）仮説 

自分が海外旅行に行くと仮定して、自らが設定したテーマを基にプランを作成しながら、現

地の文化や観光資源に触れることにより、世界の他地域への探究心を高めることにつながる。 

（イ）研究内容 

ａ 実施概要 

場所 本校数学教室   参加者 探究科１年次生 ８０人 

ｂ 方法 

・ 事前に学習プリントを配布し、自分が興味のある海外の都市を挙げ、観光地、通貨単位

等を調べておくように指示した。 

・ 授業では海外の一都市を選び、インターネットを用いて個人旅行を想定したプラン（予

算２０万円以内）を作成させた。 

・ 完成したプランを生徒同士で比較したのち、発表させた。発表においては、相互評価票

を用いて活動の様子を互いに評価させた。 

ｃ 評価 

事前学習への取組、テーマ設定の妥当性及びプランが実現可能なものになっているかな

国語講座の様子 



ど、生徒一人ひとりの取組を観点別に評価し、その評価を基にして、本取組が世界の地域を

探究しようとする意欲の向上に寄与するものとなっているか検証することとした。なお、検

証に当たっては、ルーブリックを用いて行った相互評価も参考にした。 

（ウ）検証 

限られた時間内で生徒はおおむね熱心に取り組んでおり、市内の旅行会社では見られない独創的

なプランが散見されたことから、当初の目的を達成することができたと考えている。一方でイン

ターネット検索に想定以上の時間がかかり、プラン自体の完成度がやや低いものも一部見られた。

今後は事前学習を手厚くすることにより、プランの完成度に個人差が出ないよう心掛けたい。 

 

ウ 公民 

（ア）仮説 

この講座では、「身近なニュースについて調べてみよう」と題し、直近の新聞から興味・関

心を抱いた記事を取り上げて探究していく。その過程で各種資料を活用することにより、情報

活用能力を身に付けさせることができる。また、取り上げたテーマに関するクイズを作成し、

その解答・解説を全体の前で発表することにより、論理的に、かつわかりやすく発表する能力

を養うことができる。さらに、各過程で意見交換しながら協働することにより、コミュニケー

ション能力を育成することができる。 

（イ）研究内容 

ａ 実施概要 

場所 本校地学実験室   参加者 探究科１年次生 ７８人 

ｂ 方法 

・ 複数の直近の新聞から、興味・関心を抱いた記事を取り上げるとともに、教科「現代社

会」の教科書や資料集などを活用して調べた。 

・ 取り上げたテーマに関連するクイズを作成・出題し、全体で意見を交換しながら解答を

導き出した。 

・ 各自、自分が出題したクイズに関する解説を発表し、その内容に関する質疑応答を行った。 

ｃ 評価 

問題作成に対する取組状況、解説の内容、質疑応答に臨む態度を、ルーブリックを用いて

５段階で評価し、その結果を基にして、本取組が生徒の情報活用力や表現力、コミュニケー

ション力を向上さるものになっているかを検証することとした。 

（ウ）検証 

各種資料を活用しながら新聞記事について調べる過程で、様々な角度から多面的に事象を捉

えつつ、データを用いて客観的に分析しようとする姿勢が

見られた。また、解説する中で、どのように表現すれば他

者に理解されるのかを工夫する姿が見られた。さらに、意

見交換や質疑応答を行うことにより、生徒同士のコミュニ

ケーションが増え、他者の意見を踏まえたうえで自分の意

見を構築しようとする姿勢が高まった。こうしたことか

ら、本取組の目的を達成することができたと考えている。 

 

エ 数学 

（ア）仮説 

この講座では、「身の周りの数学について」と題し、身近にある題材の中で、興味・関心を抱い

た事象から数学の問題を作成する。また、作成した問題の解答に対するアプローチを全体の前で発

表することにより、論理的に、かつわかりやすく発表する能力を養うことができる。さらに、各過

程で意見交換しながら協働することにより、コミュニケーション能力を育成することができる。 

（イ）研究内容 

ａ 実施概要 

場所 本校ＨＲ教室   参加者 探究科１年次生 ７８人 

 

公民講座の様子 



ｂ 方法 

・ 身近な題材を基にした数学の問題（本時はテープの巻き数を求める問題）を解く。 

・ 身近な題材を基に、（本時はコンビニについて考えた）どのような問題が存在するかグ

ループで考え、作成した問題を発表する。 

・ 発表における経験を生かし、各自で身近な題材から問題を見出し、解決するためにどの

ようにアプローチすればよいか考えレポートを作成した。 

ｃ 評価 

生徒の問題作成に対する取り組み状況、レポート内容等を、５段階で評価し、その結果を

基にして、本取組が数学的な見方・考え方、表現力及びコミュニケーション能力を育むもの

となっているか検証することとした。 

（ウ）検証 

身近なものを題材にする中で難しそうな問題でも初等教育の内容で解決するなど、既習内容

を深く考えることの大切さを理解した。また、これまでは課題を解決するためにどうすればよ

いか学んできたが、解決するための課題を作ることがいかに難しいか実感した。さらにグルー

プで協働して問題を作成した後、個人で問題を作成することにより、自分なりに問題を捉える

力がついた。その際に、意見交換や質疑応答を行うことで生徒同士のコミュニケーションが増

え、協働して問題に取り組もうとする姿勢が高まった。 

 

オ 物理 

（ア）仮説 

各センサが電圧の変化をデータ化していることを知り、コンピュータとセンサを利用した計測実験を

行う。２年次の発展探究に向けて、様々なセンサで何が測定できるのかをイメージできるようになる。 

（イ）研究内容 

ａ 実施概要 

場所 本校物理教室   参加者 探究科１年次生 ３１人 

ｂ 方法 

・ 交流波形の観察（電圧センサの利用）  

・ 蛍光灯の光のちらつきを観察（高速光センサの利用） 

・ 音波の測定（音センサの利用） 

・ 単振り子の周期の測定（光ゲートセンサの利用） 

ｃ  評価 

光ゲートセンサを利用した重力加速度の測定を実施した。データ整理、グラフのかき方、重

力加速度の求め方など、実験レポートを評価した結果を基にして、本取組が生徒に発展探究で

求められる技能を育むものになっているかを検証することとした。 

（ウ）検証 

データを取るサンプリングについて説明した。速い現象や遅い現象に対する測定間隔と測定

時間について、簡単な実験を体験することで計測方法については理解させることができた。２

年次の発展探究に向けて、ハイスピードカメラも含めて活用を広げていきたい。 

 

カ 化学 

（ア）仮説 

観察、実験において生徒自身が実験結果を比較検討しながら条件を変えることにより、２年

次に取り組む発展探究で求められる課題設定解決力を身に付けることができる。また、その結

果をまとめて発表することにより、表現力を育むことができる。 

（イ）研究内容 

ａ 実施概要 

場所 本校化学実験室   参加者 探究科１年次生 ４３人 

ｂ 方法 

使い捨てカイロが適切に発熱する条件を調べるため、指示された食塩水の濃度や体積、活

性炭の質量で実験を行い、試料を混ぜてから１分ごとに温度を測る。その後、グループごと

センサを利用した実験 



に試料の濃度や質量、体積を変えて、できるだけ長く適温を保つ使い捨てカイロを作るため

の条件について調べる。実験結果を考察し、実用的なカイロを作るためには、試料をどのよ

うに調節したらよいかを発表する。 

ｃ 評価 

観察、実験の技能、条件を決めるために行う生徒同士のディスカッションの様子、発表の技能、提

出されたレポートを基にして観点別に評価した。その結果、４

３人のうち、課題解決の方法を十分理解しその方法を分かりや

すく説明することができていた生徒が５１.２％、おおむね理

解し説明できていた生徒が２０.９%、今後さらに努力が必要な

生徒が２７.９％いた。この結果を基にして、本取組が生徒に

課題設定解決力や表現力を育むものになっているか検証した。 

（ウ）検証 

およそ７割の生徒が、観察、実験の内容を理解し、カイ

ロを作るための適切な条件を見つけるため、条件を比較検討することができていたことから、

本取組は、課題設定解決力を身に付けるための教材としておおむね適切なものであると考えて

いる。また、発表においては、多くのグループがグラフを指し示しながら、自分たちの実験結

果を説明し、より適切なカイロを作るためにはどのように工夫すればよいか説明できていた。

こうしたことから、２年次の発展探究で必要となる知識及び技能を育むことができているもの

と考えている。その一方で、今後努力を要する生徒がおよそ３割いる。こうした生徒への支援

の方法をさらに検討する必要がある。 

 

キ 生物 

（ア）仮説 

顕微鏡の基礎的基本的な操作方法を修得し、様々な微生物や植物の細胞を観察することによ

り、生物学的な探究心を高め、その生物の体の構造や特徴をより一層理解することができる。 

（イ）研究内容 

ａ 実施概要 

場所 本校生物実験室   参加者 探究科１年次生 ３３人 

ｂ 方法 

実体顕微鏡を用いて、様々な微生物（ゾウリムシ、ミドリムシ、ワムシ、クンショウモな

ど）を観察した。また、オオカナダモの葉の細胞を観察することにより、原形質流動が起こ

るしくみを学んだ。 

ｃ 評価 

次の２点を評価し、その結果を基にして、本取組の検証を行った。１点目の評価は、顕微

鏡の使い方で、中学校において修得した顕微鏡の基本的な操作技能の程度とともに、観察す

る生物に合わせて、倍率を適切に設定できているかを見た。なお、観察、実験に当たっては、

同じ班の生徒と話し合いながら進めていくよう指示をし

た。２点目の評価は、レポートに自身が行った作業を分

かりやすく記述することができているかを見た。観察、

実験においては、より素早く、正確に観察を行うための

方法を考えさせた。自分自身で手順を考え、効率よく行っ

た方法や、観察、実験において「水を少なくすることで

観察しやすくなった」など気付いた内容が書かれていた。 

（ウ）検証 

ほぼすべての生徒が、顕微鏡の使い方を修得できていた。１年次において、顕微鏡の使い方

を工夫させることにより、２年次の発展探究で求められる資質・能力や知識及び技能の向上に

向けた基礎的基本的な学習ができたと考えられる。レポートの作成に関しては、文章を作成す

る力がまだ十分備わっていないためか、観察、実験の感想にとどまっている生徒も数名いた。

今後は、レポートの作成方法を丁寧に指導するなど、実験とその結果をまとめる時間を取って

いきたい。 

実用的なカイロを作る条件を探究 

微生物の細胞を観察 



（２）情報活用 

２年次に取り組む発展探究や３年次に取り組む発表活動に必要となる文章の入力方法、表計算や

プレゼンテーションソフトウェアの扱い方及びＩＣＴ機器を用いた発表の方法などの基礎を指導

する。なお、情報活用力をより一層向上させるため、「教科基礎」のいくつかの講座においても、

情報活用力向上に向け、コンピュータにセンサを接続して計測したり、データを処理したりするな

ど、実践的な実習を併せて実施している。 

 

ア 仮説 

生徒が、文章の入力方法、表計算やプレゼンテーションソフトの扱い方及び、ＩＣＴ機器を用

いた発表の方法などの基礎的内容を学ぶことにより、様々なテーマで取り組む課題研究において

必要となる情報活用力を育むことができる。 

イ 研究内容 

（ア）実施概要 

場所 本校コンピュータ教室   参加者 探究科１年次生 ７８人 

  （イ）方法 

・ ワードの活用（文書入力）  

・ エクセルの活用（表計算・グラフ作成） 

・ パワーポイントの活用（発表用スライドの作成） 

（ウ）評価 

・ エクセルの実技テスト（表計算やグラフを含んだ２種類の課題） 

ウ 検証 

課題研究の発表や研究論文を作成するために必要なスキルを身に付けることを目標としてい

る。表計算ソフトを用いて実験データをグラフ化し、作成したグラフを研究発表のために用いる

プレゼンテ－ションのスライドに貼り付けたり、スライドを強調するためのスキルを修得したり

するなど、論文作成や発表用スライド作成の基礎を身に付けることができた。 

 

（３）国際理解 

将来グローバルに活躍する科学技術系人材を育成するため、英語によるディベートを行うととも

に、発展探究の成果を英語で表現するための知識及び技能を育むため、英語を用いて文章を論理的

に書いたり、話したりする活動を行う。 

ア 仮説 

英語によるディベートやスピーチを通して、自分の意見を

まとめる力、述べる力、他者の意見を聴く力が身に付く。英

作文指導では、身の回りの出来事を順序立てて、客観的に書

くことにより、論理的思考力を高めることができる。 

イ 研究内容 

（ア）実施概要 

場所 本校ＬＬ教室   参加者 探究科１年次生 ７８名 

（イ）方法 

ａ ディベート 

事前に論題を提示し、肯定側と否定側の意見を考え、まとめさせることを課題とした。ディ

ベートを行う際の規則や進行の仕方などを指導した後、実際にグループに分かれてディベー

トを実施した。 

ｂ ライティング 

事前課題として英作文を書き、英作文を書く際の構成の仕方や留意点を指導した後、書い

た英作文をグループに分かれて相互に評価した。なお、提示した課題は、普段の授業で学習

した内容よりも発展的な内容とした。 

ｃ 発表のスキルアップに向けた指導 

スピーチなどを行うときの留意点やスピーチの構成を指導した後、スピーチの原稿を書かせた。

グループに分かれ、原稿をもとにして１分間スピーチを行い、グループ内で相互に評価を行った。 

英語によるディベート 



（ウ）評価 

事前学習への取組の状況、発表内容、発表態度、提出課題を総合的に評価したものを基にし

て、本取組を検証した。なお、検証に当たっては生徒による相互評価の結果も参考にした。 

ウ 検証 

生徒は英作文や即興で英語表現をすることにかなり苦労をした様子である。発表については、

様々な発表の機会があることで表現力が高まっている。論理的思考力を高めるための機会を設け

ることが今後の課題である。 

 

２ 西高海峡ディスカバリー 

（１）仮説 

入学後、間もない時期に地元下関の地域資源に直接触れることにより、社会や自然の事物・現象

から課題を発見し科学的に解決しようとする課題設定解決力の基礎を育む。 

（２）研究内容 

ア 実施概要 

実施日  平成３０年４月１３日（水） 

場 所  カラトピアホール、海響館、下関市唐戸地区の施設等 

参加者  探究科１年次生 ７８名 

イ 方法 

・ 下関市教育委員会文化財保護課主査 藤本 有紀 氏から社会や自然の事物・現象から課題

を発見し解決するために、唐戸地区の施設をどのように見ていけばよいか説明していただいた。 

・ 下関市唐戸地区の施設を、講師の説明を受けながら見学した。 

・ 海響館（水族館）において、職員からの説明を聞いた後、水生生物の生態をワークシートに

記入しながら、生物の観察を行った。 

ウ 評価 

生徒に、講義や見学についてアンケート調査を行ったと

ころ、右表のようになった。また、ワークシートや感想文

の内容を参考にしながら、本取組の検証を行った。 

（３）検証 

アンケート調査によると、本取組は、生徒がおおむね理解できるものであったことが伺える。ま

た、研修において、生徒は意欲的に講師や担当に質問をしている姿が見受けられたことから、地域

資源への興味・関心が高まったようである。感想文にも、「探究活動の意義が分かった」「地域の魅

力を発信するため、表現力を身に付けたい」等の記述があった。以上のことから、本取組の目的を

達成することができていると考えている。 

 

３ 国際理解に向けた講座 

（１）仮説 

外務省職員が行う講演により、外交・国際問題に対する関心や理解を深めることができる。また、

国際的な視野を育むことにより、将来グローバルに活躍するリーダーを育成することができる。 

（２）研究内容 

ア 内容 

日 時  平成３０年７月１１日（水） 午後２時３０分から午後４時まで 

 肯定的

（％） 

否定的

（％） 

講義の内容を理解で

きたか。 
９６.２ ２.６ 

地域資源の見学は、

充実していたか。 
９８.１ ０.６ 

海響館（水族館）で水生生物を観察 唐戸地区の巡検 



場 所  本校体育館 

参加者  探究科１年次生 ７８人  普通科１年次生 １６０人 

イ 方法 

外務省領事局海外邦人安全課法人警護官 津田 進 氏による講演を行った。内容は以下のと

おりである。 

・ 外交・国際問題に対する関心や理解を深めることを目的とし

て、外務省の仕事や役割、近年の外交問題や海外事情などにつ

いて、講師の体験を織り交ぜながら講話された。 

・ 希望者を対象に講師との３０分程度の座談会を放課後に実施した。 

 ウ 評価 

聴講した内容についての感想と今後の抱負を書いた資料を基に

して、本取組の成果を検証した。 

（３）検証 

本取組は、外務省の組織や役割だけでなく、世界情勢を知るよい機会であった。１年次生を対象

としたが、当該学年の生徒にとっては難しい内容も含まれていたものの、おおむね内容を理解して

おり、日本の果たすべき役割や外国とのつながりを認識させることができていた。また、海外事情

や外交官としての仕事に興味を持つ者もおり、外務省の仕事には、災害や犯罪の対処など広範囲に

わたる仕事があることを学び、よい刺激となった。「語学力やコミュニケーション能力の必要性を

感じた」「普段の授業やニュースで聞いたことのある国際的な話題を身近なことと考え、将来は自

分も積極的に貢献していきたい」といった意識を持つ生徒が増えた。こうしたことから、本取組は

当初の目的を達成することができていると考えている。 

 

４ 夏休みディスカバリープロジェクト 

（１）フィールドワーク 

ア 仮説 

下関市及びその周辺地域にある様々な地域資源等を訪問し、社会や自然の事物・現象に触れる

ことにより、２年次の発展探究に必要となる資質・能力が身に付く。また、社会で活用されてい

る最先端の科学技術を直接見ることにより、科学技術の有用性を理解する。 

イ 研究内容 

（ア）内容 

実施日  平成３０年８月３日（金） 

場 所  下関市及びその周辺地域の施設 

参加者  探究科１年次生 ７８人 

（イ）方法 

４つのコースに分かれて、下関市及びその周辺地域の地域資源を訪問し、社会や自然の事

物・現象に直接触れる。コース分けに当たっては、生徒に希望調査をとり、第１希望又は第２

希望のコースとなるように調整した。なお、訪問した施設は次のとおりである。 

Ａコース Ｂコース 

〇 土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム 
〇 国立研究開発法人水産研究・教育機構 水産大学校 

〇 下関地方気象台 
〇 下関市立大学 

Ｃコース Ｄコース 

〇 下関市環境部奥山工場 
〇 豊田ホタルの里ミュージアム 

〇 公益財団法人北九州産業学術推進機構 
〇 シャボン玉石けん株式会社 

（ウ）評価 

アンケート調査を行ったところ、多くの生徒が興味・関心を持って活動に取り組むことがで

きたと答えていた。また、下関地域にある様々な施設の活動を知ることにより、２年次に取り

組む課題研究に向け、視野が広がったと答える生徒が多くみられた。こうしたアンケート調査

を基にして、本取組を検証することとした。 

 

 

講演の様子 



ウ 検証 

本取組は、２年次に課題設定解決力を育成するために取り組む発展探究において、必要となる

資質・能力の基礎を育むために実施したものである。アンケート結果からは、探究活動への興味・

関心が高まるとともに、これまで何気なく見ていた事物・現象の中から新たな課題を発見した生

徒がいるなど、当初の目的を果たすことができていると考えている。 

（２）発表会 

ア 仮説 

下関市及びその周辺にある地域資源を訪問して行った探究活動を通して、発見した課題や課題

解決に向けて設定した仮説とその検証方法について発表することにより、２年次に取り組む「発

展探究」において求められる課題設定解決力の基礎を育むことができる。 

イ 研究内容 

（ア）内容 

日 時  準備 ９月１２日（水）６限     発表 ９月２６日（水）６限 

場 所  準備 本校物理実験室及びＬＬ教室  発表 本校各ＨＲ教室 

参加者  探究科１年次生 ７８人 

（イ）方法 

ａ 準備 

各コースに分かれて訪問した施設において学んだ課題や、その課題の解決に向けて自分たち

が考えた仮説とその検証方法をポスター（模造紙１枚）に手書きでまとめた。なお、時間内（お

よそ４０分間）にポスターが完成しなかったグループは、放課後の時間を活用して完成させた。 

ｂ 発表 

８つの施設のそれぞれについて、ポスター発表を行った。発表時間は４分で、発表の後、

質疑応答の時間を１分とった。 

（ウ）評価 

a  準備  

ポスター作成の進捗状況や、班のメンバーと協働する様子

等を観察することにより、本取組を検証することとした。 

  b  発表  

発表する態度や様子、また、発表を聞く態度や質問等を観察することにより、生徒の活動

を観点別に評価した結果を基にして、本取組を検証することとした。なお、検証に当たって

は、生徒が書いたレポートや感想文の内容を加味した。 

ウ 検証 

発表会に向けた準備では、各班が訪問したそれぞれの地域資源

で調査した内容や体験したことをポスターにまとめた。しかし、

授業においてポスターを作成する時間が４０分程度しかなく、多

くのグループが完成させることができなかった。そこで、放課後

等の時間を使って完成させるとともに、グループごとに発表練習

をするよう指示した。今後は、グループ全員が協働してポスター

作成できるように、時間を確保していきたい。また、発表会では、

土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム 下関市立大学 

発表に向けてポスターを作成 

ポスター発表の様子 



各グループとも工夫をしており、発表はわかりやすいものであったが、発表時間を４分間に設定

していたため、およそ半分のグループが、時間を越えてしまった。発表の内容の精選を指導する

とともに、運営面では、発表時間の適切な設定も考える必要がある。 

 

５ 科学技術者育成セミナー 

（１）仮説 

自然科学分野の知識及び技能を生かして活躍されている講師の方々から、普段取り組まれている

仕事の内容についての講義を聞くことにより、それぞれの生徒が自身のキャリアについて主体的に

考えることができるようになる。また、今後の進路選択に向け、様々な職業をより深く理解するこ

とにより、生徒の学習へのモチベーションを向上させることができる。 

（２）研究内容 

ア 研究概要 

日 時  平成３０年１１月９日（金）午前８時５０分から午前１１時４０分まで 

場 所  本校ＨＲ教室又は特別教室 

参加者  １年次生 ２１６人（のべ人数） 

イ 方法 

講義は６０分程度で、同様の講義を２回（第１部及

び第２部）実施していただくこととした。これにより、

生徒は２つの講座を聴講することができる。それぞれ

の講義においては、講師の話を聞くだけではなく、講

師に質問したりする機会を設けることにより、職業へ

の理解がより一層深まるよう工夫した。 

ウ 評価 

受講した生徒が記入した「科学技術者育成セミナー記録用紙」の内容を分析し、本取組の成果を検

証した。 

（３）検証 

提出された「科学技術者育成セミナー記録用紙」には、「これまで漠然とあこがれていた職業の

内容が具体的にわかり、大変参考になった」といった意見が多く見られた。また、多くの講師が、

夢の実現に向け、高校生に取り組んでほしいこととして、普段の学習を挙げておられたことから、

生徒は改めて学ぶことの大切さに気付くことができたようであった。こうしたことから、本取組は

目的を達成することができていると考えている。 

 

６ 大学体験講座 

（１）仮説 

国立大学法人九州大学共創学部を訪問し、チーム基盤型学習法（以下、「ＴＢＬ」という。）を体

験することにより、２年次の発展探究において必要となる、協働して課題を解決する方法を身に付

けることができる。また、地域の総合大学を訪問することにより、大学での学びについて実感を伴っ

た理解を深めることができる。 

（２）研究内容 

ア 研究概要 

実施日  平成３０年１１月１４日（水） 

場 所  国立大学法人九州大学伊都キャンパス 

参加者  探究科１年次生 ７８人 

イ 方法 

九州大学共創学部教授 三木 

洋一郎 先生による模擬授業を

受講した。授業は「環境」をテー

マとしたもので、ＴＢＬの手法を

用いたものであった。生徒は、４

講座名 
参加人数 

第１部 第２部 計 

工学 １２ １７ ２９ 
エンジニアリング ３１ ２９ ６０ 
建築 １２ １１ ２３ 
医師 ２６ １０ ３６ 
看護師 ９ ９ １８ 
薬剤師 ２２ ２８ ５０ 

項  目  肯定的（％） 否定的（％） 

体験学習の内容は理解できたか。 ９４.８ ５.２ 

ＴＢＬの活動は、充実していたか。 ９４.８ ５.２ 

このたびの学習が、これからの探究活動によ
い影響を及ぼすか。 

９３.４ ６.６ 

このたびの訪問が、これからの学習の意欲の
向上につながるか。 

９３.５ ６.５ 



人程度のグループに分かれて、事前学習した内容を基にディスカッションを行った。併せて、大

学内にある「水素ステーション」を訪問し、次代のエネルギーとして期待されている水素の製造

方法とその活用方法を学んだ。 

ウ 評価 

本取組の実施後、参加した生徒を対象にアンケート調査を実施した。調査は「十分そうである」

「ある程度そうである」「それほどでもない」「まったくそうでない」の４段階で行い、肯定的な

評価と否定的な評価に分けて集計した。 

（３）検証 

長年にわたって、ＴＢＬの手法による授業を実践してこられた三木先生による模擬授業は素晴らしい

ものであり、アンケート調査からもその様子をうかがうことができる。「ＴＢＬの活動が充実していた

か」を問う項目では、ほぼすべての生徒が肯定的な評価を行っていた。また、「このたびの活動が、こ

れからの学習の意欲向上につながるか」を問う項目においてもほぼすべての生徒が肯定的な評価を行っ

ており、総合大学を訪問し、大学教育の様子を実感したことが、今後の学習意欲の向上につながったも

のと考えている。以上のことから、本取組は当初の目的を達成することができたと考えている。 

 

７ ＪＡＸＡと連携して実施した課題解決学習 

（１）仮説 

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（以下、「ＪＡＸＡ」という。）

と連携し、ＪＡＸＡのスタッフ等が、ディスカッションなど課題解決

的な学習を、宇宙を素材とした魅力的な教材を用いて実施することに

より、生徒に科学的課題構想力を育むことができる。 

（２）研究内容 

ア 内容 

日 時  平成３０年１２月５日（水）午後１時２５分から午後３時１５分まで 

場 所  「宇宙とスポーツ」 本校物理実験室 

「循環型社会の構築に向けて」 本校化学実験室 

参加者  探究科１年次生 ７７人 

イ 方法 

「宇宙とスポーツ」「循環型社会の構築

に向けて」の２つの講座を実施した。生

徒は、２つの講座から、より興味・関心

を持てるものを１つ選び受講することと

した。それぞれの講座では、ＪＡＸＡの

スタッフが、ディスカッションのテーマ

に関する内容の講義を６０分程度実施し

たのち、４人から６人程度のグループに

分かれてディスカッションを行った。

ディスカッションにおいては、それぞれ

の班で考えた内容をポスターやホワイト

 宇宙とスポーツ 循環型社会の構築に向けて 

参加者数 ４３人 ３４人 

ＪＡＸＡの 
スタッフに 
よる講義の 
内 容 

国際宇宙ステーショ
ン（以下、「ＩＳＳ」と
いう。）での日常生活を
紹介するとともに、微
小重力環境における物
体の運動の特徴などを
紹介する。 

ＩＳＳにおいて持続
的に生活するため、水や
空気を再生する方法を
紹介する。宇宙空間に住
環境を作るために、解決
しなければならない方
法を紹介する。 

ディスカッ 
シ ョ ン の 
テ ー マ 

宇宙で余暇を楽しむ
とき、どのようなス
ポーツを行うことがで
きるだろうか、また、
どのようなルールで行
えばよいか考えよう。 

月面に基地を作り、
そこで生活するとき、
水や空気、食料を再生
し循環させるためには
どのような方法を行え
ばよいか 

燃料電池車（ミライ）を見学 チームに分かれてＴＢＬに取り組む様子 

水の循環の実験 



ボードにまとめる作業も並行して

行った。授業の最後に、ポスターやホ

ワイトボードにまとめた内容を発表

し、他のグループと成果を共有した。 

ウ 評価 

講座終了後、アンケート調査を

行ったところ、右表のような結果を

得ることができた。 

（３）検証 

アンケート調査の結果を見ると、多くの生徒が講義の内容を「理解することができた。」と答えている

ことから、おおむね適切な内容であったと考える。ディスカッションが充実しなかったと答えた生徒が、

いずれの講座にもいるものの、こうした活動が今後の探究活動には必要なものであると考えているようで、

②より③の項目を肯定的に答えた生徒が多いことが分かった。これらのことから、ディスカッションを通

じて科学的課題構想力を育むことを目的とした本校講座はおおむね適切な取組であると考えられる。 

 

８ 課題研究発表会の見学 

（１）仮説 

他校の生徒が課題研究の成果を発表する発表会を参観することにより、

１年次生が来年度取り組む発展探究のテーマについて考えるきっかけを

作るとともに、課題研究の進め方や発表の方法を修得させることができる。 

（２）研究内容 

ア 内容  

（ア）山口県立宇部高等学校生徒研究成果発表会 

日 時  平成３１年２月９日（土）午前９時１５分から午後３時３０分まで 

場 所  渡辺翁記念会館及び宇部市文化会館 

参加者  探究科１年次生 ３７人 

（イ）探究学習成果発表大会 

日 時  平成３１年３月１０日（日）午前９時４５分から午後４時まで 

場 所  山口県健康づくりセンター 

参加者  探究科１年次生 ４１人 

イ 方法 

１年次生を２つのグループに分け、山口県内で行われる発表会をそれぞれ参観した。 

宇部高等学校は、本校と同時期に探究科を設置した学校で、本校と同様に自然科学科と人文社

会科学科それぞれに係る課題研究を実践している。ＳＳＨとともにスーパーグローバルハイス

クール（以下、「ＳＧＨ」という。）に係る研究開発学校であることから、自然科学分野のみなら

ず人文社会科学分野の課題研究も充実している。 

また、探究学習成果発表大会は、山口県内の探究科や理数科等の学科において、課題研究に取

り組んだ生徒が一堂に会し、研究の成果を発表するものである。発表は各学校の代表として選ば

れた生徒が行うものであることから、発表内容は大変充実したものであった。 

こうした発表を参観させ、２年次に取り組む発展探究に向けた準備をさせることとした。 

ウ 評価 

それぞれの取組を実施したのち、参加生徒を対象としたアンケート調査を実施した。 

（３）検証 

１年次生は、すでに本校探究科２年次生の校内発表会を参観している。校内発表会において、次

年度に向け様々な刺激を受けたところであるが、これに加えてこのたびの発表会を参観することに

より、本校の課題研究とは一味違ったテーマが設定されているなど、課題研究の対象に広がりを感

じたとアンケート調査に記述した生徒多くいた。また、宇部高等学校では、山口大学工学部で研究

をしている生徒もおり、専門性の高さに驚く生徒もいた。今後は、生徒自身の興味・関心によりテー

マを設定し、課題研究を進めていくこととなるが、こうした感想から生徒の課題研究に対する意欲

が増したことがうかがえた。以上のことから、本取組の目的を達成することができたと考えている。 

 宇宙とスポーツ 循環型社会の構築に向けて 

肯定的
（％） 

否定的
（％） 

肯定的
（％） 

否定的
（％） 

① 講義の内容を理解でき
た。 

９７.７ ２.３ ９１.２ ８.２ 

② ディスカッションは充
実していた。 

９３.０ ７.０ ８８.２ １１.８ 

③ 講義とディスカッショ
ンは、これからの探究活動
に役立つと思うか。 

９５.３ ４.７ ９１.２ ８.８ 

ポスターセッションの参観 



第２節 探究力育成に向けた取組（２年次生） 

 

１ 発展探究 

発展探究では、基礎探究で育んだ資質・能力をより一層向上させるため、グループに分かれて課題

研究に取り組む。本年度は、自然科学科が１０グループに、人文社会科学科が５グループに分かれて

取り組んだ。また、単位数は２単位で、週時程において連続で実施できるように工夫した。研究に当

たっては、校内での研究活動のみならず、地域の企業や行政機関などと連携した取組も行った。また、

９月には中間報告会を、２月には校内発表会を行い、それぞれのグループが研究成果を報告した。な

お、優れた研究は、「スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会」や「山口県探究学習成果発

表大会」等において披露する予定である。 

 

（１）仮説 

生徒が主体的に設定したテーマで、グループによる課題解決に取り組むことにより、生徒の課題

設定解決力や情報活用力を向上させることができる。また、研究において意見交換や議論をするこ

とにより新たな価値を見いだしたり、研究内容を英語で発表することにより生徒に国際協働実践力

を育くんだりすることができる。 

 

（２）評価 

それぞれの研究グループの担当者が、日ごろの生徒の活動状況を観察し、生徒一人ひとりの変容

についてルーブリックを用いて評価した。また、発表会においては、生徒の発表の様子や使用した

スライドなどの資料の仕上がりの程度などをルーブリックを用いて評価した。こうした評価を基に

して、本取組により、課題設定解決力や情報活用力が身についているかどうか検証した。 

 

（３）各研究グループの取組 

ア 国語 

（ア）研究内容 

ａ 実施概要  

場所 本校ＨＲ教室   参加者 人文社会科学科２年次生 ４人 

研究テーマ 「源氏物語」が今も魅力を持っているのはなぜか。 

ｂ 方法 

・ 実践研究の仮説として、「千年前に紫式部の手によって書かれた『源氏物語』は、今日

でも多くの人々に憧憬され、現代の高校生にも『読んでみたい』と思わせる魅力を持って

いる。実際に作品に触れ、その魅力はどこにあるかを考察することにより、長きにわたり

人の心を掴み続けるものにはどのような特徴があるのかに気付くことができるようにな

る。」を設定し、研究を進めた。 

・ 時間的制約を考えて、漫画「あさきゆめみし」や映画「源氏物語」、図書館にある源氏

に係る関連本を読むことで、物語の全体像を掴んだ。 

・ 魅力の理由として、①時代毎に多くの人が訳してきた。②様々なタイプの人物が登場す

るので読者が誰かに共感を持ちながら読み進められる。以上の２点について考察すること

とした。 

・ どのように現代語訳されているかを知るために、４人（与謝野晶子・谷崎潤一郎・瀬戸

内寂聴・角田光代）の訳を読み比べ、それぞれの特徴を考察した。 

・ 平安時代の女君に関する知識を増やすために、易しい

新書等を読んだ。その上で女性の生き方として「母・娘・

妻・愛人」を軸に据え、登場の女君を分類し考察した。 

（イ）検証 

生徒は、長編「源氏物語」に挑み、関連する本をいくつ

か読み、地道に知識を深めた。また、その知識や資料を基

に、授業では互いに気付いたこと、考えたことを積極的に

話し合っていた。古文そのものに当たるのが難しく、古文 国語班の活動の様子 



を一部しか読めなかったのは残念だが、全体像を知り、平安時代の女性の生き方を考えたこと

は現代の高校生にとって意味があったと思う。一方で、物語を読解する活動では、主観的かつ

抽象的な考察になってしまうことも否めない。今後は、文学においても客観的なデータを抽出

して考察するなど、論理を構築していく力を育むことができるよう改善を図りたい。 

 

イ 地理歴史 

（ア）研究内容 

ａ 実施概要 

場所 本校図書室及び数学教室   参加者 人文社会科学科２年次生 ５人 

研究テーマ ある“西高体操世代”の一日 

ｂ 方法 

生徒にとって身近な歴史を研究するため、創立百周年を迎える本校の歴史を調べた。かつ

て本校では「西高体操」という体操が行われていたようで、この体操を復元するなどの活動

を通して、本校の魅力を再発見し、発見した魅力を次の

百年に伝えるというテーマで探究活動を行った。研究に

当たっては、同窓会でのアンケート調査、“西高体操世

代”や地域の方々への聞き取り調査、８ミリ映像・同窓

会誌・卒業アルバム等の参考資料による調査等を行っ

た。２月の校内発表会では「ある“西高体操世代”の一

日」を紹介するとともに、復元した「西高体操」を実演

することができた。 

（イ）検証 

１年次の基礎探究で身に付けた資質・能力を生かしながら、研究に取り組んだ。表計算ソフ

トの扱いが不慣れでアンケート調査の分析等で苦労したり、部活動の合間を縫いながら放課後

等も活動行ったりするなど、グループのメンバーが協働して研究を進めることができた。９月

の中間報告会で多くの再考すべき点を指摘され、それらを改善、乗り越えながら研究活動を深

めることができた。ある歴史的時点での高校生の一日を想定する作業は、想像力・創造力を育

む有意義なものであったと言える。 

 

ウ 公民 

（ア）研究内容 

ａ 実施概要 

場所 本校図書室及び数学教室   参加者 人文社会科学科２年次生 ８人 

研究テーマ 東京五輪と山口県 

ｂ 方法 

本授業のテキストである『課題研究メソッド』に沿っ

て研究内容を決定し、年間を通した研究計画を立案し

た。「東京五輪と山口県」の関わりを調べるために必

要なアンケート調査の方法などを研究し、中間報告会

では、夏休みに行った調査結果を発表した。中間報告

会でいただいた助言を基にして、アンケート調査の結

果を検証し、２月の校内発表会では「オリンピックを

盛り上げることにより地方を活性化する方策」につい

て提言することができた。 

（イ）検証 

本研究の指導に当たっては、１年次の基礎探究で生徒が身に付けた情報活用力、グループ

ワークの手法、計画して物事を進める力などを生かすよう心掛けた。班長中心に主体的にテー

マを設定し、分担・協議しながらグループで研究を進めてきたが、テーマが絞り切れていない

段階でアンケート調査をしたため、調査項目・内容や対象の吟味が十分ではなかったことから、

アンケート調査を考察する段階で苦労した。また、いくつかの団体にインタビュー調査を行っ

地理歴史班の活動の様子 

県庁でのインタビューの様子 



たが、中でもマスコミには公的な訪問を受け入れてもらいにくく、担当者の個人的な関係で実

現させることができた。発表会では、提案のみを披露したが、今後は実現に向けて行政に働き

かけるなど、研究の成果を生かす方策を考えたい。 

 

エ 数学（１班） 

（ア）研究内容 

ａ 実施概要  

場所 本校数学教室   参加者 自然科学科２年次生 ６人 

研究テーマ 我売洋菓子者也（我ラ、洋菓子ヲ売ル者ナリ） 

ｂ 方法 

始めは、「避難訓練で効率よく短時間で避難すること」「文化祭の食品バザーで効率よく、

かつ評価の良い販売をすること」の２つのテーマで取り組んだ。２学期から、より興味を持っ

た食品バザーについて研究するため、「我売洋菓子者也」をテーマとして課題解決に取り組

むこととした。なお、研究に当たっては、クッキーの販売を想定し、単純な条件設定だけで

はなく、利益優先や購入者の意欲など様々な要因から考察した。 

（イ）検証 

１年間を通して、議論・検証を繰り返し、研究を行うことができた。２月の発表会において

は、身近なテーマだったこともあり、聴衆の興味を引くことができた。また、線形計画法を利

用して、様々な計算を行い、一定の成果を残した。今後は、実際にこの研究結果を来年度の文

化祭で実行し、結果を検証する必要がある。 
 

オ 数学（２班） 

（ア）研究内容 

ａ 実施概要 

場所 本校数学教室   参加者 自然科学科２年次生 ６人 

研究テーマ ゴールドバッハの予想 

ｂ 方法 

研究当初は、「オセロの必勝法」と「素数」の２つの研究テーマで取り組んでいたが、生

徒がより興味を持った素数について研究することとした。 

先行研究を調べ、素数の性質の中で「ゴールドバッハの予想」に興味を持ちこれをテーマ

として研究を進めた。表計算ソフトを用いて素数の規則性を調べることにより、ゴールド

バッハの予想がある程度までは正しいことを確認した。 

（イ）検証 

生徒は、素数の不思議さや難しさを改めて感じることができた。先行研究の調査が十分では

なかったものの、生徒同士でゴールドバッハの予想について議論・検証を繰り返し行い、研究

を進めることができた。これにより、一部ではあるが、ゴールドバッハの予想が成り立つこと

が確認できたことから、有効な取組であったと考える。 
 

カ 物理（１班） 

（ア）研究内容 

ａ 実施概要 

場所 本校物理実験室   参加者 自然科学科２年次生 ５人 

研究テーマ 音の遮断 

実験器具 ワイヤレススピーカー、タブレット、音

センサー、防音素材 

ｂ 方法 

・ 音に関する研究に興味を持った生徒は、ブレーン

ストーミングを行い、防音を研究テーマとすること

とした。 

・ 検証する防音素材の選別に当たっては、形状につ
音の遮断実験 



いて議論を重ね、生徒自身で決定した。 

・ 音の強さを表すデータ（ｄＢ）が、仮説どおりとならなかったので、実験方法や実験器

具の素材などを試行錯した。 

・  実験は、環境による違いが生じないようにするため、実験方法、実験器具、実験場所等の

条件を変えないよう工夫した。得られた精度の高いデータを基にして、考察に取り組んだ。 

・ 発表に当たっては、実験方法を分かりやすく説明するため、実験で用いた音を披露する

などの工夫をした。  

（イ）検証 

中間報告会までは、実験方法や実験素材の選別に時間がかかった。その後は、試行錯誤しな

がら、防音の効果を検証できる実験方法を見つけ出し、防音と遮蔽する物体の大きさに注目し、

結果をまとめることができた。 

本研究テーマは、生徒がグループで主体的に設定したものである。先行研究等を生徒自身が調べ、そ

れを基に実験方法や研究の方向性を議論していたことから、主体性とコミュニケーション能力の向上や

課題設定解決力の伸長が見られた。なお、研究では新たな気付きが生まれ、そこから次の実験を行うた

め、計画性を求めることは難しいものの、来年度以降こうした点にも指導者として気を配りたい。 

 

キ 物理２班 

（ア）研究内容 

ａ 実施概要 

場所 本校物理実験室   参加者 自然科学科２年次生 ６人 

研究テーマ 津波防波研究 

実験器具 津波発生装置、ハイスピードカメラ、iPad、流速計センサー 

ｂ 方法 

・ 波に興味を持った生徒はブレーンストーミングを

行い、防波を研究テーマとすることとした。 

・ 下関地方気象台を訪問して助言をいただいたこと

により、津波発生装置を自作することができた。こ

の装置を用いて、防波効果を測定したが、必要なデー

タを得ることができなかった。そこで、防波堤の形

状を工夫するなど試行錯誤を行った。 

・ 実験においては、操作などによって測定値に違い

が出ないようにするため、「装置の操作」「データの

記録」「映像の撮影」などの役割を常に同じ生徒が行

うように分担した。 

・ 精度の高い十分な数のデータを基にして考察に取り組んだ。なお、発表会においては、

実験の内容を分かりやすく提示するために、動画をスロー再生するなどの工夫をした。 

（イ）検証 

装置の作成に手間取ったため、中間報告会までに課題を解決するためにはどのようなデータを収集

すればよいかについて、十分な検討を行うことができなかった。中間報告会においてＳＳＨ運営指導

委員からいただいた助言により、生徒はパラメータを定めて実験する必要があることに気付くことが

できた。そこで、「発生する津波の流速」に着目してデータを収集し、考察することができた。主体

性を持って生徒自身が研究テーマを設定するためには、多くの時間が必要であることがわかった。し

かし、先行研究を調べるなど、生徒自身が文献調査を進めていくことにより、研究テーマへの興味・

関心が増すとともに主体的に取り組む場面が多く見られるようになった。実験においては、役割を分

担して測定をするなど協働的な作業を行ったことから、コミュニケーション能力の向上も見られた。 

 

ク 化学（１班） 

（ア）研究内容 

ａ 実施概要 

場所 本校化学実験室   参加者 自然科学科２年次生 ６人 

作成した津波発生装置を用いた実験 



研究テーマ 消しカスから消しゴムへ 

実験器具 薬品 ポリ塩化ビニル、フタル酸ジイソノニル、炭酸カルシウム 

器具 試験管、オイルバス、電子天秤、試験管ばさみ、ビーカー 

駒込ピペット、シャーレ 

ｂ 方法 

・ 本校では消しゴムの消しカスをごみとして捨てる際に、クラスごとに集めて処分してお

り、この集めた消しカスを再び消しゴムとして使用できないかと研究を始めた。 

・ はじめに、黒鉛を分離するため、消しゴムの消しカスを融解して液体にしたところ、黒

鉛のみを分離することはできなかった。 

・ 消しゴムの消しカスは合成高分子化合物であることから、有機溶媒に溶解するのではな

いかと考えた。 

・ 消しカスを原料として消しゴム作るための条件（温度や可塑剤の量）を調べた。 

（イ）検証 

・ 消しゴムの性質を知るために、ポリ塩化ビニルの性質や可塑剤となるフタル酸系の有機溶

媒についてなど、まだ学習していない高分子化合物の領域を、生徒は主体的に学習した。 

・ 消しカスから黒煙を分離するため、生徒は様々な方法を考え、試みるなど、生徒の研究に

対する意欲は高いものであった。 

・ 今回の探究活動では、生徒はグループで設定した課題を解決するため、おおむね積極的に

研究に参加することができた。しかし、モチベーションを保てなかった生徒もおり、こうし

た生徒をどのように指導していくかが課題である。 

 

ケ 化学（２班） 

（ア）研究内容 

ａ 実施概要 

場所 本校化学実験室   参加者 自然科学科２年次生 ６人 

研究テーマ 鍾乳石の人工的模倣 

実験器具 薬品 塩化カルシウム、炭酸ナトリウム、チオ硫酸ナトリウム 

器具 メスシリンダー、メスフラスコ、電子天秤、駒込ピペット 

炭酸水メーカー、点滴キット、冷蔵庫 

ｂ 方法 

・ 山口県民にとって身近な鍾乳洞である秋芳洞は、小学生の頃に訪れた生徒もおり、長い

年月をかけて、現状の鍾乳洞ができたことを知っている。そこで、こうした鍾乳洞の鍾乳

石を、短い期間で合成できないかと考え、自然界で鍾乳石ができる条件をもとにして、い

くつかの条件を変えながら、人工鍾乳石の生成実験を行った。 

・ 実験に当たっては、①自然界と同じ条件で炭酸カルシウムを生成させる方法と②化学反

応を用いて炭酸カルシウムを生成させる方法の２つの方法で行った。 

① ＣａＣＯ3＋Ｈ2Ｏ＋ＣＯ2 ⇄ Ｃａ(ＨＣＯ3)2   ② ＣａＣｌ2＋Ｎａ2ＣＯ3 → ＣａＣＯ3＋２ＮａＣｌ 

・ 鍾乳石の主成分である炭酸カルシウムを強固な結晶として生成させるため、できるかぎ

り自然界と同じ条件で実験を行ったが、生成させることができなかった。 

・ 化学反応によって炭酸カルシウムを生成させる方法では、炭酸カルシウムは生成したも

のの、目標とする固い結晶は生成しなかった。 

（イ）検証 

・ 山口県民にとって身近な鍾乳洞である秋芳洞の鍾乳石に興味・関心を持ち、短い時間で鍾

乳石を作りたいと考えた、高校生ならではの研究である。 

・ 研究を進めていくうちに難しいテーマであることに気付いたが、高校生ならではの視点か

ら、あらゆる可能性考え、実験していく姿勢は素晴らしいものであった。 

・ 興味を持ったテーマについて、主体的に文献などを調べることにより、得た知識は、普段

の授業で修得するものを超えていた。 



・ 探究活動を主体的かつ積極的に進めていたことから、当初の目的を達成することができた

と考えている。 

 

コ 生物（１班） 

（ア）研究内容 

ａ 実施概要 

場所 本校生物実験室及び恒温室   参加者 自然科学科２年次生 ６人 

研究テーマ コウガイビルの再生実験 

研究生物及び器具 コウガイビル、プラナリア、シャーレ、水槽、飼育ケース 

飼育材料及び餌 水苔、ミミズ、ナメクジ、鳥レバー、ピンセット、メス、 

ガラス板、発砲スチロール、ビデオカメラ、三脚、温度湿度計等 

ｂ 方法 

・ プラナリアの生態に関心を持った生徒は、餌やりや切断実験、水槽内の行動パターン等

の観察等を通して、飼育している生物の中からナミウズムシを選択し、生態研究をテーマ

に設定することとした。 

・ 生存している環境について調べるため、シャーレに入れる個体数を変え、個体群密度を

研究した。 

・ 幡生周辺の生育環境を調べていく過程で、ウズムシには水中で生活する「プラナリア」

以外に陸上で生活する「コウガイビル」が存在することを知った。コウガイビルは、プラ

ナリアと大きく異なり先行研究や生態に関する情報が非常に少ない。こうしたことからも

生徒の興味・関心が高まり、このたびの研究の対象とすることとした。 

・ 研究を進めるため、コウガイビルを捕獲することとしたが、梅雨時期であったにもかか

わらず難航した。さらに飼育環境の設定にも試行錯誤を繰り返すこととなった。 

・ プラナリアで実施した個体群密度の結果と比較するため、コウガイビルでも同様の実験

を行ったが個体数の確保が難しいことや、生命力が低いこともあり十分なデータを得るこ

とができなかった。 

・ 中間報告会以降は、生息域の調査を行い、個体数の確保や飼育環境の整備に努めた。ま

た、生徒が実験を分担して行うことにより、様々な行動研究に取り組むことができた。さ

らに、専門機関の助言を受けながら、結果をまとめ考察した。 

（イ）検証 

生徒自らテーマを意欲的かつ主体的に設定できた。中間報告会までは、プラナリアの生態の

研究に多くの時間を費やした。生態に係る実験のため１クールの実験に日数を要するので、少

ない試行でも検証可能な研究方法を考えた。飼育環境等の選別にかなり時間がかかったが、生

徒自身が先行研究を図書館で調べたり専門機関からのアドバイスをいただいたりしたことに

より解決することができたことから、本取組は、当初の目的を達成することができたと考える。

生命体の研究には膨大な時間が必要となるため、十分なデータを収集することが難しい。そこ

で、今後は年度を越えた、継続的な取組も必要と考える。 

 

サ 生物（２班） 

（ア）研究内容 

ａ 実施概要 

場所 本校生物実験室   参加者 自然科学科２年次生 ６人 

研究テーマ 真菌類の作用メカニズム 

研究生物及び器具 各種麹菌、インキュベーター、温度湿度計、蒸し器、計量器 

実験材料 糖度計、精米 

ｂ 方法 

・ ヒトの生命活動に不利益を与える真菌類に興味を持った生徒は、環境の設定や繁殖する

食材を変え、真菌類について研究することとした。 

・ ４月から６月にかけては主にカビの生育について調べるため、本校の恒温室で生育条件

を変えながら計画的・継続的に実験を行った。 



・ 先行実験を進めていくとともに、今後の方向性についての議論を重ね、７月からはヒト

の生命活動に有益な活動をする真菌類の発酵について研究することとした。 

・ 校内の機械・器具等を用いて真菌類の研究を進めることは困難であるため、近隣の教育

機関から大型のインキュベーターを借り、環境を変えながら実験を行った。 

・ 夏休みには学校周辺にある下関酒造株式会社を訪問し、工場内での研修や材料の提供、

助言等を得ることができた。また、校内の機器では行えない分析を専門機関に依頼するな

どの工夫を行った。 

（イ）検証 

９月の中間報告会までは、研究の対象とする真菌類の選定や実験装置の作成を行った。テー

マを設定するための先行実験にはかなりの時間を要した。その後、専門機関からの協力を得た

こともあり、生徒は、主体的・協働的に麹菌の研究を進めていくことができた。 

研究活動においては、図書館で先行研究や地域の文化を調査する等、文献の調査にも力を入

れた。地域の専門機関には何度も足を運び、麹に関する専門知識を深めるとともに、そこで得

た知識を生徒間で共有していく様子が見られたことから、社会性の伸長やコミュニケーション

能力の向上が見られた。学校には、専門機関のような実験装置がない状況ではあるが、それに

代わる手段を高校生らしい発想で工夫しながら実験していたことから、探究心も向上したと考

えている。 

 

シ 保健体育 

（ア）研究内容 

ａ 実施概要 

場所 本校化学講義室   参加者 自然科学科２年次生 ５人 

研究テーマ 卓球競技におけるスマッシュが可能な高さと距離 

実験器具 卓球台、卓球マシーン、ハイスピードカメラ、iPad 

ｂ 方法 

・ グループのメンバー全員が物理に興味･関心を持っていたため、スポーツにおいて見ら

れる物体の運動について研究することとした。６月後半までは様々なスポーツで見られる

物体の運動について班で検討し、研究対象となる種目を絞っていった。 

・ 仮説を検証する環境がそろえやすい卓球種目に絞り、「スマッシュが打てる条件」につ

いて研究することとした。 

・ 研究当初はスマッシュを打ち出せる装置を作成し、実証することを計画したが、十分な

球速と再現性を確保することができなかったため、中間報告会以降は、市販の装置を使用

して実験することとした。 

・ 実験においては、２つの球質について、打ち出し角度を変えながら、その軌跡を記録し

た。なお、初速度、初回転数はハイスピードカメラで測定し、軌跡についてはiPadで撮影

したのち解析した。 

（イ）検証 

当初の実験計画では、スマッシュを打ったときと同等の球速を持ったボールの初速度や軌跡

などを測定することとしていた。人為的な誤差を小さくするため、装置を用いて実験すること

としたが、市販の装置では、小学生女子のレベルの球速しか出せなかった。しかし、球速の測

定方法や軌跡の記録方法などについては、生徒自身が工夫して取り組むとともに、これにより、

スマッシュを打てる打点の極限値を明らかにすることができた。テーマ設定、精度の高い測定

値を出すための実験方法の確立をいかに早く行うかが重要である。今後は、多くの実験結果を

基に考察できるようにしていきたい。 

 

ス 家庭 

（ア）研究内容 

ａ 実施概要 

場所 本校被服室及び食物実習教室   参加者 自然科学科２年次生 ４人 

研究テーマ 墨汁を落とす 



実験器具  洗剤、綿布地、墨汁、ビーカー、スターラー、苛性ソーダ、オリーブオイル 

ｂ 方法 

生徒は、研究を始めるに当たって汚れの落ち方と、温度や洗剤関係について研究することと

していた。こうした中、墨汁の汚れは洗剤や漂白剤などを使用しても全く落ちなかったことに

興味を持ち、墨汁の汚れを落とす方法を研究テーマとして課題解決に取り組むこととした。酸

化銅を用いて洗浄を試みたが、墨汁による汚れは全く落ちなかった。そこで、様々な洗剤を用

いて、墨汁による汚れを手洗いで落とす実験を繰り返したところ、セッケンを用いた場合が墨

汁をよく落とすことがわかった。様々なセッケンを作り、墨汁の汚れを落とす実験を繰り返し、

界面活性剤を含むセッケンを使った場合が、良好な結果となることが分かった。 

（イ）検証 

前半は研究のテーマを絞ることができず、研究の方向性が定まらなかった。テーマ決定した

後も、実験結果を振り返りながら、次の実験方法を検討したため、研究の進展には困難を極め

た。しかし、生徒は、グループのメンバーと協議しながら、次に行う作業を決めるなど、研究

を主体的に進めることができた。発表会では、落ち着いて説明することもできており、この課

題研究を通して、生徒の成長を感じられた。なお、もう少し早く研究のテーマを絞ることがで

きていたならば、より一層研究に深まりがあったと考える。 

 

セ 英語（１班） 

（ア）研究内容 

ａ 実施概要 

場所 本校ＬＬ教室、数学教室及び下関市立大学 

参加者 人文社会科学科２年次生 ２人 

研究テーマ How to Enhance English Speaking Ability in Class 

指導助言者 下関市立大学経済学部准教授 重田 美咲 様 

研究協力者 下関市立大学交換留学生 ５人 

ｂ 方法 

研究を始めるに当たっては、これまでの学習指導要領や、英語教育に関する文献などを基

にした文献調査を行った。その後、本校２年次生を対象に「スピーキング能力を高めると考

えられる学習方法」についてアンケート調査を行

い、生徒の意見を集約した。アンケート調査の結果

を考察するとともに、下関市立大学を訪問し、留学

生にインタビュー調査をすることによって、各国の

英語教育の実情についての理解を深めた。これらの

調査を踏まえて、高校生の視点から、これからの英

語教育において有効であると考えられる授業方法

についての提言を発表することができた。 

 

ソ 英語（２班） 

（ア）研究内容 

ａ 実施概要 

場所 本校ＬＬ教室、数学教室及び下関市立大学 

参加者 人文社会科学科２年次生 ５人 

研究テーマ 言語を最短で理解するには 

指導助言者 下関市立大学経済学部准教授 重田 美咲 様 

研究協力者 下関市立大学交換留学生 ５人 

ｂ 方法 

World Englishesに興味を持った生徒は、シンガポールの英語であるSinglishについて研

究することとした。まず、シンガポールの歴史やSinglishについての基礎的事項を文献など

を用いて調査した。調査において、Singlishは独特な英語であることに生徒は気付いた。そ

こで、研究においては、Singlishのリスニング能力を上げるために必要な要素を整理し考察

留学生へのヒアリング調査の様子 



した。校外研修において、現地の大学生に協力していただきながら、Singlishのリスニング

テストを作成し、作成したテストを本校２年次生に試用した。その際、Shinglishの音声知

識や語彙・表現知識を事前に与えると、リスニングテストの結果にどの程度影響を与えるか

についても検証した。こうした検証を通して、英語を理解するために必要な資質・能力につ

いて考察することができた。 

（イ）検証 

限られた時間内での研究となったため、十分な調査ができない部分があったものの、アン

ケート調査やインタビュー調査、リスニングテスト等の結果を踏まえながら、客観的・論理的

に自分たちの考えを伝えることができた。こうしたことから、当初の目的を達成することがで

きていると考える。 

 

２ 課題研究オリエンテーション 

（１）仮説 

課題研究を始めたばかりの２年次生に、研究の進め方について、これまで取り組まれた研究の実

践例を織り交ぜながら講師の方に説明していただく。これにより、生徒は課題発見や課題解決の方

法を身に付けることができる。 

（２）研究内容 

ア 実施概要 

実施日  平成３０年５月２４日（木） 

場 所  本校ＬＬ教室及び視聴覚教室 

参加者  探究科２年次生 ８０人 

イ 方法 

自然科学分野及び人文社会科学分野に分かれて講義を受けた。それぞれの講義において、客観

的な研究を行うためには、自然科学分野、人文社会科学分野にかかわらずデータを処理すること

が必要であり、そのためには、調査、観察、実験の方法を事前にしっかり考える必要がると述べ

られた。 

 

 

 

ウ 評価 

生徒の「授業記録シート」の記述内容を基にして、本取組を検証した。 

（３）検証 

授業記録シートにある「このたびの講演で、研究活動に生かしていきたいことは何か」といった

問いについては、「研究の進め方や、アンケート調査の手法が分かったので、これからの研究で生

かしていきたい」等の記述があったことから、自然科学分野及び人文社会科学分野ともに、課題を

解決するための調査、観察、実験の方法やデータを解析する方法を理解することができていると考

える。課題研究に必要となる資質・能力を育むことができたことから、本取組は当初の目的を達成

することができたと考えている。 
 
３ 理工系大学セミナー 

（１）仮説 

科学技術に関する学部・学科を設置している大学に進学した本校の卒業生が、大学での学び等に

ついて講話することにより、生徒は将来の職業につながる学部・学科を選択することができるよう

になる。併せて、大学におけるより高度な学習内容を知ることにより、生徒は高等学校で学ぶ内容

とのつながりや高等学校おいて修得する必要のある知識及び技能について理解する。 

（２）研究内容・方法 

ア 内容 

実施日  平成３０年８月７日（火） 

場 所  本校ＨＲ教室等 

参加者  １年次生 ２３８人 

分 野 内  容 所 属 講演者 

自然科学分野 カブトムシの特性 山口大学理学部 小島 渉 
人文社会科学分野 ことばについて、私たちが知っていること 津田塾大学学芸学部英文学科 小野 創 



イ 方法 

右表の講座を開設し、本校の卒業

生が講話を行う。生徒は、希望する

進路に合った講座を２講座選択し、

聴講する。なお、それぞれの講座は

１時間で実施した。 

ウ 評価 

講座終了後に、生徒の意識の変容等について調査するためのアンケート調査を実施した。アン

ケート調査においては、「講座の内容を理解できた」とする生徒の割合が９６.５％であった。ま

た、「進路意識に影響があった」「これからの学習意欲に影響を与えるものであった」という項目

に肯定的に答えた生徒の割合がそれぞれ、８９.８％、９２.１％であった。 

（３）検証 

卒業生が担当する本講座は、生徒にとっても身近な内容と捉えることができ、大変好評であった。

アンケート調査においては、多くの生徒が「講座の内容を理解できた」と答えており、本講座の内

容が適切であったと考えている。また科学技術系の進路選択に対しても、影響を及ぼし、学習意欲

を向上させることができていることから、本講座の目的を達成することができていると考える。 

アンケートの記述欄には、「大学卒業後の進路についてイメージすることができた」等が記述さ

れていたことから、生徒のキャリア設計にも資するものであることが分かった。その一方で、少数

ではあるが進路意識の向上につながらなかった生徒もいる。今後は、総合的な探究の時間を通じて

進路意識を向上させるとともに、講座の選択をより一層慎重に行わせることにより、身近な話題と

して聞くことができるよう改善を図りたい。 

 

４ 発展探究中間報告会 

（１）仮説 

発展探究において、グループに分かれて取り組んでいる課題研究について中間報告を行い、生徒や

教員、大学の先生から助言を受けることにより、研究の方向性が定まり、内容がより一層深化する。 

（２）研究内容 

ア 実施概要 

実施日  平成３０年９月１３日（木） 

場 所  本校視聴覚教室 

参加者  探究科２年次生 ８０人 

イ 方法 

４月から取り組んでいる課題研究の仮説とその検証

方法、検証のために実施した調査、観察、実験などの

結果を口頭で発表した。発表時間は５分間とし、簡潔

に発表するように指導した。また、中間報告会である

ことから、報告会は人文社会科学科と自然科学科に分

けて行った。 

ウ 評価 

実施後、生徒及び教員を対象としたアンケート調査を実施した。生徒を対象としたアンケート

調査では、「大学等の先生からいただいた助言が参考となり、研究の方法を見直すことも必要で

あることが分かった」といった肯定的な意見があるものの、助言を受け止めることができず、今

後どのように研究を進めていけばよいか迷いが生じているグループも見られた。また、発表内容

を５分間でまとめることができず、時間不足を訴える生徒もいた。教員を対象としたアンケート

調査では、「不十分な点はあるものの生徒が一生懸命発表する姿を見て、本校の生徒にこのよう

な力が身に付いたことに驚いた」といった意見や、「この時期に助言をいただけたことにより、

生徒を指導する方向性が見えてきた」などの意見があった。 

（３）検証 

中間報告会を迎えるにあたって、生徒は、発展探究の授業の時間だけではなく、夏休みなどの時間を

活用しながら発表に備えた。多くの生徒はこれまで模索してきた研究の方向性を、大学の先生方の助言

講座 
講座を担当する卒業生の大学等 

大学 学部・学科 学年 

数学 横浜国立大学 理学部数学科 ４年 
生物 九州大学 理学部・生物学科 ４年 
工学 九州工業大学 工学部・マテリアル工学科 ２年 
情報学 九州工業大学 情報工学部・機械情報工学科 ３年 
医学 山口大学 医学部・医学科 ５年 
看護学 山口大学 医学部・看護学科 ２年 
薬学 岡山大学 薬学部・薬学科 ３年 

中間報告会の公民班の発表 



により、定めることができたようである。感想にも肯定的な意見を書いた生徒が多く見られたことから、

当初の目的を達成することができたと考える。その一方で、依然として研究の方向性を見出すことがで

きない生徒もいたことから、担当教員のサポートをより一層充実させることの必要性も感じた。 

本校では、これまで理数科において課題研究に取り組んできた。理数科の課題研究は数学や理科の内容に

係る研究であるため、課題研究の指導はこれらの教科以外の教員には敷居が高く、研究を進める生徒の意欲

や発表を行う姿を、すべての教員と共有することができていなかった。今年度から探究科の課題研究が始ま

り、人文社会科学系（国語、地理歴史、公民、英語）の研究や体育、家庭等の研究も加わり、多くの教員が

生徒の姿を見るようになってきた。こうしたこともあり、課題研究を通じて生徒が成長する様子を本校教員

が見ることにより、生徒の持つ力に改めて気付くことができたようである。今後は、課題研究を通じてこう

した力をより一層育むとともに、普段の授業でも生かすことができるよう指導していく必要がある。 

 

５ 大学体験講座 

（１）仮説 

発展探究においては、人文社会科学科の生徒が行うアン

ケートの調査や自然科学科の生徒が行う観察、実験のデータ

解析など、データを扱う機会が多い。そこで、生徒が、近年

注目されてきたデータサイエンスの手法を身に付けること

により、生徒の情報活用力が向上し、課題研究における結果

の考察を充実させることができる。 

（２）研究内容 

  ア 研究概要 

実施日  平成３０年１１月１５日（木） 

訪問先  国立大学法人広島大学情報科学部 

参加者  探究科２年次生 ８０人 

イ 内容 

生徒は、データサイエンスに係る講義とプログラミング実習を受講した。講義では、大リーグで取り入

れられている多次元分析の手法や、スーパー等で商品を仕入れる際のデータを基にして商品を決定する方

法が紹介された。また、実習では実際にコンピュータを用いて、多次元分析の方法を学ぶことができた。 

ウ 評価 

本取組終了後、生徒を対象としたアンケート調査を実施し、その結果を基にして本取組につい

て検証した。 

（３）検証 

プロスポーツにおけるビッグデータの活用例を示しながら説明されたことにより、生徒はデータサ

イエンスの有用性を身近に感じることができた。また、実習において広島大学の学生の暖かい支援を

受けることにより、データを抽出したり結合したりして活用する手法の基礎を学ぶことができた。 

その一方で、今年度の実施時期が１１月中旬と遅く、課題研究においては調査や実験が進んでお

り、学んだ内容を十分に生かすことができなかった。来年度は、課題研究の開始に合わせて実施し、

その成果を発展探究に十分生かすことができるように改善を図りたい。 

 

６ 科学技術出前講義 

（１）仮説 

大学の先生方による模擬講義を受講し、最先端の科学技術にふれることにより、将来の進学先と

なる学部や学科における学びを理解するとともに、目指す進路を実現するため、普段の学習に対す

る意欲を高めることができる。 

（２）研究内容 

ア 実施概要 

実施日  平成３０年１０月１９日（金） 

場 所  本校ＨＲ教室及び特別教室等 

参加者  ２年次生１４０人 

 

コンピュータを用いた実習 



イ 方法 

次表の講義を実施した。それぞれの分野を担当する講師の講義を聞いたり、講義の内容に関連

した実習をしたりすることにより、大学での学びを理解させた。なお、生徒が２つの講義を聞く

ことができるよう、同じ講義を２回実施していただいた。 

 

 

 

 

 

 

ウ 評価 

講義終了後、アンケート調査を行い、その結果を基にして本取組を検証した。 

（３）検証 

生徒を対象としたアンケート調査では、いずれの講義においても講義の内容に満足していると答

えた生徒の割合が多かった。また、自由記述の感想には、「大学での学びについて、興味・関心が

高まった」などが見られたことから、本取組は当初の目的を達することができていると考える。 

 

７ シンガポール・マレーシア海外研修 

（１）仮説 

多民族国家であるシンガポールやマレーシアを訪問し現地の生徒や学生と交流することにより、

グローバル人材として必要となる国際協働実践力を育むことができる。また、シンガポールやマ

レーシアの先端技術や伝統的な産業にふれることにより、科学技術の有用性を感じることができる。 

（２）研究内容 

ア 実施概要 

実施日  平成３０年１２月１１日（火）から１２月１５日（土）まで 

場 所  シンガポール及びマレーシア 

参加者  探究科２年次生 ６８人 

イ 内容 

次の日程で、研修を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分 野 内  容 所 属 講演者 

理学分野 時間と空間の話 山口大学大学院創成科学研究科 白石 清 

工学分野 浮体式洋上風力発電について 九州大学工学部海洋システム工学分野 宇都宮 智昭 

医工分野 自然に学ぶものつくり 同志社大学生命医科学部医工学科 片山 傳生 

医学分野 移植医療～これまでの歴史と山口県の現状～ 
山口大学大学院医学系研究科医学専攻 
消化器・腫瘍外科学 

永野 浩昭 

薬学分野 薬学分野：薬学について 山口東京理科大学薬学部薬学科 松永 浩文 

日 研修内容 

１１日（火） ・ シンガポール入国後、すぐに出国し、マレーシアに入国 

１２日（水） ・ マレーシアのインターナショナルスクール（SMK LALANG）の生徒と交流 
・ マレーシアの伝統的な産業や文化について学ぶ 
・ マレーシアを出国し、シンガポールに再度入国 

１３日（木） ・ シンガポール国立大学（ＮＵＳ）の学生との交流 
・ 水処理施設（マリーナバラッジ）において、最先端の水処理技術や、シンガポール
の水資源問題について学ぶ 

・ 国会議事堂においてシンガポールの政治について学ぶ 

１４日（金） ・ インド人街、チャイナタウン、アラブ人街の見学 
・ セントーサ島内での自由研修 
・ ナイトサファリにおいて動物の観察 

１５日（土） ・ シンガポールを出国し、日本に帰国 

マレーシアの植生を観察 インターナショナルスクーでの交流 



ウ 評価 

研修終了後、生徒対象のアンケート調査を行った。結果は、次のとおりである。この結果を基

にして、本取組の検証を行うこととした。 

（３）検証 

本取組のプログラムはすべて英語を用いて行われた。それぞれのプログラムを比べると、国会議

事堂でのプログラムが「難しすぎた」と答えた生徒の割合が多かった。他のプログラムにおいては、

聞き取れなかった部分を聞き返したり、ジェスチャーを加えてコミュニケーションをとったりする

ことができるが、国会議事堂の見学では、それができなかったからではないかと考える。今後は、

英語のリーディングやライティングに加え、リスニングやスピーキングの能力を向上させる取組を

充実させていかなければならない。なお、そのほかの項目では、生徒はおおむね自身の力を発揮し、

交流することができていたことから、本取組は適切なものであったと考える。 

 

８ 発展探究校内発表会 

（１）仮説 

探究科２年次生が、発展探究の授業において年間を通して取り組んできた課題研究の成果を発表

することにより、探究科の１・２年次生にそれぞれのグループが取り組んだ研究の成果を共有させ

ることができるとともに、探究科２年次生の表現力を向上させることができる。 

（２）研究内容 

ア 実施概要  

日 時  平成３１年２月４日（月）午前９時３０分から午後２時１５分まで 

場 所  本校視聴覚教室及び物理実験室 

参加者  探究科１・２年次生、ＳＳＨ運営指導委員 

探究科２年次生保護者、本校教員等 

イ 方法 

探究科２年次生が１５のグループに分かれて取り組んできた課題研究の成果を口頭発表によ

り披露した。発表時間は８分間とし、発表の後、質疑応答の時間をとった。併せてＳＳＨ運営指

導委員、本校教員等による評価を行った。評価に当たっては、ルーブリック評価表を用いるとと

もに、この評価結果を基にして、後述の探究学習成果発表大会で発表するグループを決定した。

また、来年度課題研究に取り組む１年次生は、課題研究の進め方や発表方法を学ぶため、参観す

るとともに、それぞれのグループに助言するためのアドバイスシートの記入に取り組んだ。 

ウ 評価 

口 頭 発 表 を 行 っ た 探 究 科                        

２年次生を対象にアンケート調査を

実施した。結果は右表のとおりである。 

（３）検証 

アンケート調査の回答を見ると、多く

の生徒が研究の成果を分かりやすく表現し伝えることができたと答えていた。発表においては、原

アンケート調査の項目 
回答の割合（％） 

肯定的 否定的 

今回の発表会では、研究の成果をわかり
やすく表現し、伝えることができた。 

94.9 5.2 

今回の発表会では、聴衆からの質問に対
して、丁寧に答えることができた。 

92.2 7.8 

6% 

93% 

1% 

マレーシアの現地との 

交流プログラム 

難しすぎた 適当 易しすぎた 

8% 

82% 

10% 

シンガポール国立大学の 

学生との交流プログラム 

10% 

85% 

5% 

マリーナバラッジ 

（水処理施設）の見学 

25% 

73% 

2% 

国会議事堂の見学 



稿を読まずに発表しているグループや資料を指し示して内容を

分かりやすく説明したグループ、実験器具を持ち込み披露するグ

ループがあったことから、こうした回答につながったものと考え

る。また、自由記述においては、本取組により表計算ソフトやプ

レゼンテーションソフトを活用する力が向上したと答えた生徒

が多く見られた。ＳＳＨ運営指導委員からも、身近なものをテー

マとした高校生らしい研究になっているとともに、中間報告会の

助言を踏まえて研究が深められていたことから、好評であった。

なお、１年次生は、別室（物理実験室）に会場の様子を中継し、

中継画像を見学させた。別室では、発表の様子を見ながら、担当

教員が課題研究や発表のポイントを解説することにより、課題研

究の進め方や発表の方法について理解を深めさせることができ

た。こうしたことから、本取組は、当初の目的を達成することが

できたと考えている。 

 

９ 探究学習成果発表大会 

（１）仮説 

山口県内の探究科や理数科等の学科に所属する生徒が課題研究の成果を互いに発表し、他校の生

徒と切磋琢磨する経験をすることにより、課題解決的な学習を行う資質・能力をより一層伸長させ

ることができる。 

（２）研究内容 

ア 実施概要 

日 時  平成３１年３月１０日（日）午前９時４５分から午後４時まで 

場 所  山口県健康づくりセンター 

参加者  探究科２年次生 ８０人 

イ 方法 

発展探究校内発表会                         

において、高い評価を得た

右表のグループが、口頭発

表及びポスター発表に取

り組んだ。口頭発表は、８

分間の発表の後、質疑応答

を行った。ポスター発表は

３０分間で行った。 

発表に向けては、発展探究校内発表会でＳＳＨ運営指導委員や本校教員から得た助言、生徒か

らのアドバイスを基にして、それぞれのグループの生徒は研究内容を見直すとともに、スライド

の改善やポスターの作成に取り組んだ。 

ウ 評価 

参加した生徒を対象としたアンケート調査を実施した。 

（３）検証 

アンケート調査の自由記述を見ると「他校の生徒の研究を参観し、良い刺激を受けた」や「自分

たちが思いつかなかった研究の手法がとられており、研究を進める上で参考になった」等の感想が

あった。本発表大会は、課題研究に取り組んだ同世代の生徒が一堂に会し、相互に研究成果を発表

するものである。こうしたことから、課題解決的な学びの奥深さを感じる良い機会となり、当初の

目的を達成することができたといえる。 

 

発表テーマ 
口頭発表 ポスター発表 

〇 アスペルギルス（Asperguills）

生体触媒反応 

〇 津波防波研究 

〇 「源氏物語」が今も魅力を

もっているのはなぜか 

〇 我売洋菓子者也（我ラ、洋
菓子ヲ売ル者ナリ） 

〇 音の遮断 
〇 ゴールドバッハの予想 
〇 ある“西高体操世代”の一日 
〇 東京五輪と山口県 

保健体育班の発表 

公民班の発表 



第３節 実践的探究力育成に向けた取組（３年次生） 

 

１ スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会 

（１）仮説 

ＳＳＨ指定校に所属する生徒が取り組んできた課題研究の成果を相互に発表することにより、生

徒の科学技術に対する興味・関心を一層喚起し、これからの社会で求められる「思考力・表現力・

判断力」を育成することができる。 

（２）研究内容 

ア 実施概要 

実施日  平成３０年８月７日（火）から９日（木）まで 

場 所  神戸国際展示場（兵庫県神戸市） 

参加者  理数科３年次生 ４人（物理班） 

イ 方法 

昨年度課題研究に取り組んだ生徒が、その成果を発表した。研究テーマは「ドミノの終端速度

は何に依存するのか」である。発表に向けて、生徒は昨年度取り組んだ実験の結果を改めて見直

し、ポスターや発表要旨などにまとめた。また、自分たちの研究を分かりやすく伝えるため、タ

ブレットを活用するなど、発表方法を工夫した。 

ウ 評価 

本発表会には、全国のＳＳＨ指定校からおよそ４,０００人の生徒が参加しており、互いの発

表を聞きながら研究を深めることができた。また、本校の発表を聞くため多数の生徒がブースを

訪れてくれた。 

（３）検証 

発表会では、ポスター発表賞及び生徒投票賞をいただくことができた。

また、多くの聴衆に説明することにより、生徒の表現力は、発表会期間中

も格段に向上した。こうしたことから、当初の目的を達成することができ

たと考えている。 

 

２ 中国・四国・九州地区理数科高等学校課題研究発表大会 

（１）仮説 

中国・四国・九州地区の理数科設置校に所属する生徒が課題研究の成果を発表することにより、

科学技術に対する興味・関心を喚起し、自ら疑問を持ち、課題を設定し、系統立てて探究していく

資質・能力を育むことができる。 

（２）研究内容 

ア 実施概要  

実施日  平成３０年８月１６日（木）、１７日（金） 

場 所  佐賀市文化会館（佐賀県佐賀市） 

参加者  理数科３年次生 ３人（数学班） 

イ 方法 

２年次に「素数探求」をテーマとして取り組んだ課題研究を振り

返りながら、発表のためのポスターと論文要旨を作成した。また、

研究の成果を分かりやすく伝えるため、事前練習を入念に行った。 

ウ 評価 

発表会当日の生徒の様子などを基にして、本取組を検証した。 

（３）検証 

本発表会には、中国・四国・九州地区の理数科設置校の生徒が参加して

いる。発表会では、互いのポスター発表を聞きくことにより、科学技術に

ついての興味・関心が高まったようである。本校の生徒は、素数に関する

定理を発見するに至る過程や、証明方法について説明した。同世代の多く

の生徒がブースに訪れてくれたことから、生徒は達成感を感じたようであ

る。なお、発表会では、数学分野で最優秀賞をいただくことができた。 

ｉＰａｄを用いて実験の様子を説明 

表彰式の様子 

ポスター発表の様子 

ポスター発表会場 



３ 日本生物教育会全国大会 

（１）仮説 

３年次生が、２年次に取り組んだ課題研究の成果を発表することにより、生徒は研究内容を表現

する技能を身に付けるとともに、研究した内容の理解をより一層深めることができる。 

（２）研究内容 

ア 実施概要 

実施日  平成３０年８月４日（土）、５日（日） 

場 所  山口県健康づくりセンター（山口市） 

参加者  理数科３年次生 ２人（生物班） 

イ 方法 

２年次に取り組んだ課題研究の成果をポスターにまとめ、ポスター発表した。ポスター作成に

当たっては、これまで参加した校内発表会などでいただいた助言を参考にして考察などを見直し

た。また、ポスターの作成に併せて、展示物の準備や、参考資料の作成などに取り組んだ。なお、

発表に向けて、内容を分かりやすく表現する方法について試行錯誤しながら研究した。 

１日目は全国の高等学校の先生方を対象とした発表会が行われ、研究内容について様々な助言

をいただいいた。２日目は審査で、１日目にいただいた助言を参考にしながら、審査員の前で発

表した。 

ウ 評価 

生徒の準備状況などを検証するとともに、大会当日は、大会事務局の審査員が、審査を行った。 

（３）検証 

３年次生にとって、夏休みは進路実現に向けた重要な時期となる。そのため、十分な時間をとれ

ない状況ではあったが、生徒は計画的に発表に備えることができた。限られた時間ではあったが、

研究の見直しを行う機会となるとともに、事前練習においては表現力が日に日に向上したことから、

この取組は生徒の資質・能力を向上させるために有効なものであったと考える。また、こうした取

組の結果、優秀賞をいただくことができ、生徒の励みにもなった。 

 

第４節 科学部・校外活動・各種大会の取組 

 

１ 科学部 

（１）仮説 

授業や日常生活で興味・関心を持った科学技術について、主体的に深く追及することにより、よ

り専門的な知識及び技能を身に付け研究者としての素地をつくることができる。 

（２）研究内容 

ア 実施概要 

実施日  毎週月・木曜日 午後４時から午後６時まで 

会 場  地学準備室・化学実験室 

参加者  探究科１年次生 ３人、２年次生 ２人、理数科３年次生 １人 

普通科１年次生 ４人、２年次生 ４人 

イ 方法 

（ア）布の染色：天然染料と化学染料・布の生地の違い・媒染液の違いによる比較 

（イ）色ガラス：金属イオンによる鉛ガラスの着色の違いを調査 

（ウ）牛乳の科学：ｐＨの違いによるタンパク質の凝固を調査 

（エ）友田川の水質調査：パックテストと水生生物同定による水質調査 

（オ）掃除機の構造：掃除機を分解し、構造を調査 

（カ）水質浄化：水生植物や竹炭による水質浄化 

ウ 評価 

幅広い分野について興味・関心を持ち、研究することができた。生徒たちは失敗しながらも試

行錯誤を重ね、実験や研究方法を工夫して成果を上げた。これらの研究により、専門的な知識及

び技能を身に付け研究者としての素地を築きつつある。 

 

ポスター発表の様子 

活動風景 



（３）検証 

グループで研究することにより、互いにアイディアを出し合いながら研究を進めることができる

ようになった。その一方で、時間的な制約があり、十分な検証実験をすることができなかった。 

 

２ やまぐちサイエンスキャンプ 

（１）仮説 

山口県内の理科や数学に興味・関心を持つ高校生が集まり、大学の教員か

ら最先端の科学技術について学ぶことにより、数学や理科に係る知識及び技

能を身に付けようとする意欲をより一層高めることができる。 

（２）研究内容 

ア 実施概要 

実施日  平成３０年６月１６日（土）、１７日（日） 

場 所  国立大学法人山口大学理学部、山口県セミナーパーク 

参加者  探究科１年次生 ３人 

イ 方法 

山口県教育委員会と山口大学が共催する、やまぐちサイエンスキャンプは、県内各地から高校

生が集まり、２日間の合宿を行うものである。数学、物理、化学、生物、地学の５つの講座が実

施され、本校からは、数学の講座に１人、地学の講座に２人が参加した。それぞれの講座では２

日間にわたって、講義や観察、実験などが行われるとともに、１日目の夕方には、未解決の課題

について、高校生らしい思考によって解決方法をグループで考えるなどの取組が行われた。 

（３）検証 

同世代の高校生が集まり、科学について学び合うことができるよい機会で、参加した生徒からは

大変好評であった。しかし、本校からの参加者が３人と少ないことが課題である。今後は、より多

くの生徒が参加するよう、募集方法などを改善していきたい。 

 

３ グローバルサイエンスキャンパス（以下、「ＧＳＣ」という。） 

（１）仮説 

国立大学法人広島大学で行われるＧＳＣに参加することにより、生徒は課題設定解決力を向上さ

せるとともに、初めて出会う他校の生徒とも協働して課題を解決する力を身に付けることができる。 

（２）研究内容 

ア 実施概要 

実施日  通年 

場 所  国立大学法人広島大学他 

参加者  探究科１年次生 ２人 

イ 方法 

広島大学が募集するＧＳＣの取組に２人の生徒が応募し、ホップステージの講義を聴講した。聴講した

講義を基にして、研究テーマを提出したところ、うち１人の生徒がステップステージに進むことができた。 

（３）検証 

ＧＳＣの取組は、中国地区全域から意欲のある生徒が参加し、探究活動に取り組むものであるこ

とから、生徒が課題解決的な学びの大切さに気付くよい機会となった。また、他校の生徒と協働す

ることにより、学習に対する新たな刺激を受け、物事を主体的に考え、解決するようになった。 

 

４ 中国地区高校生科学技術フェア 

（１）仮説 

中国地区のＳＳＨ指定校の生徒が参加し、テーマに沿ったディスカッションに

取り組むことにより、生徒は課題設定解決力や国際協働実践力を向上させること

ができる。 

（２）研究内容 

ア 実施概要 

日 時  平成３０年９月１４日（金）午前９時から午後４時３０分まで 

実験の様子 

班代表として発表 



場 所  ホテルセンチュリー２１広島 

主催校  広島県立西条農業高等学校 

参加者  自然科学科２年次生 ２人 

イ 方法 

中国地区のＳＳＨ指定校及び広島県内の高等学校の生徒が参加し、研究発表や科学ワーク

ショップを行った。科学ワークショップでは、現代社会にはどのような課題があり、何を変える

べきなのか、そのためにどのような科学技術が必要なのか、すべての人が幸せになるための持続

可能な開発を行うためには何が必要なのかなど、持続可能な開発目標（以下、「ＳＤＧｓ」とい

う。）をテーマとして、ディスカッションを行った。また、「世界の食料・農業の現状とＦＡＯの

活動」と題した講演会も実施され、ＳＤＧｓに対する理解を深めることができた。 

ウ 評価 

全体講演会は、世界の食料事情について討議する場の提供や収集した情報の分析、開発に向け

援助等、グローバルな活動をされているＦＡＯの活動を紹介された。普段、聞くことのない内容

であることから、参加した生徒にとって良い機会となった。また、科学ワークショップでは、生

徒がグループに分かれ、それぞれが担当する国を決め、その国の実情を基にして話し合い、話し

合った結果を基にして他グループとの合意形成を行う取組を行った。これにより、協働する力や

対話する力などを育むことができると感じた。次の科学ワークショップでは、参加した本校の生

徒２人は、各グループの代表としてポスター発表を行うことができた。 

（３）検証 

このたび行われた科学ワークショップは、探究活動を行うために必要な資質・能力を身に付けさ

せる有効な取組であると感じた。本校の探究科１年次生に同様の活動を行うことにより、課題解決

を行うために求められるコミュニケーション能力や表現力を育成できると考えることから、次年度

は、本校での実践を検討したい。 

 

５ サイエンスやまぐち２０１８（山口県科学作品展） 

（１）仮説 

生徒が日頃から取り組んできた研究の成果を発表することにより、研究内容を適切に表現する力

が育まれるとともに、科学技術対する興味・関心が高まり、より一層課題解決的な学びに取り組む

ことができる。 

（２）研究内容 

ア 研究概要 

実施日  平成３０年１０月２６日（金）から１１月１１日（日）まで 

会 場  山口県立山口博物館 

参加者  自然科学科２年次生 １人 

イ 方法 

作品を出品した生徒は、中学校在学時から冷却装置の研究に取り組んでおり、このたび出品し

た作品はその継続研究の成果である。作成した装置は、ジクロロメタンの気化熱を利用したもの

で、装置の冷却効果を丹念に調べ、研究論文を作成した。 

（３）検証 

 本科学作品展は、山口県内で行われる作品展としては最多の実施回数を誇るものであり、本県の

児童・生徒にとっては出品することが１つの目標となっている。このたびの作品展に、作成した装

置と研究論文を出品したところ、内容が評価され、佳作をいただくことができた。自主的に一人で

取り組んできた研究の成果が認められたことから、研究への意欲がますます向上するものと考えて

いる。 

 

６ 科学の甲子園山口県大会 

（１）仮説 

普段の授業では扱わない数学や理科、情報のより高度な問題を解いたり、観察、実験により得ら

れた結果を考察したりする取組などを体験することにより、生徒の科学技術への興味・関心が高ま

り、学習への意欲を向上させることができる。 



（２）研究内容 

ア 実施概要  

日 時  平成３０年１１月１７日（土）午前９時から午後５時まで 

場 所  山口県セミナーパーク 

参加者  科学部  １２人（１年次生６人、２年次生６人） 

自然科学科 ６人（すべて２年次生） 

イ 方法 

科学の甲子園全国大会に向けた山口県予選となる本大会には、

例年科学部から２チーム、その他の生徒から１チーム参加するこ

ととしている。今年度は、科学部以外の生徒は自然科学科の２年

次生で構成し、大会に臨むこととした。本大会は、筆記競技、実

験競技及び総合競技の３種目で競うもので、総合競技については

競技内容の一部が事前に公開されるため、いずれのチームも放課

後などを活用して使用する装置の試作を行った。 

ウ 評価 

大会では、いずれのチームも入賞することができなかったが、科学部の２年次生のチームが第

４位、自然科学科の２年次生のチームが第５位の成績を収めることができた。こうした結果や、

生徒からの聞き取り調査により、本取組の検証を行った。 

（３）検証 

大会後、それぞれの生徒に聞き取り調査を行ったところ、大会に向けた準備、大会当日の活動を

通じて、協働して課題解決することのよさを感じることができたと語っていた。残念ながら入賞ま

であと一歩のところではあったが、目的としていた科学技術への関心の高まりや、学習に向けた姿

勢の変化を感じ取ることができた。特に参加した自然科学科の２年次生は、発展探究で取り組む課

題研究でリーダーシップを発揮するようになるなど、本大会を通じて身に付けた資質・能力が発揮

されているものと考えている。科学部の１年次生のチームは、十分な力を発揮することができな

かったが、来年度に向け不断の努力を続けてほしいと考えている。 

 

６ 日本数学オリンピック 

（１）仮説 

日本数学オリンピックに向け、過去の問題等を用いて演習することにより、数学的な見方・考え

方が育まれるとともに、数学への興味・関心がより一層高まる。 

（２）研究内容 

ア 研究概要 

実施日  平成３１年１月１４日（月） 

参加者  普通科２年次生、自然科学科２次生 ８人 

イ 方法 

数学オリンピックへの出場を希望する生徒を対象に、過去の問題を用いて練習を行う事前演習

会を開催した。大会当日は、高度かつ思考力を問う問題を、３時間で１２問解いた。 

（３）検証 

生徒は日頃は挑むことのない難解な問題に取り組んだが、十分力を発揮できず、Ｂランクが３人、

Ｃランクが５人という結果だった。しかしながら、こうしたオリンピックに参加するため、事前演

習会に参加するなど、モチベーションは常に高く保ち続けることができた。さらに、新たな視点か

ら数学のよさに気付くなど、数学的な見方・考え方もより一層深まったものと考えている。こうし

たことから、本取組はおおむね成果があったものと考えている。 

 

７ 山口県生徒環境講座 

（１）仮説 

山口県立徳山高等学校が科学技術人材育成重点枠（社会との共創）の取組として実践している「山

口県生徒環境講座」に参加することにより、生徒の環境に対する興味・関心が高まるとともに、環

境と共生することの重要性に気付くことができる。 

総合競技の様子 



（２）研究内容 

ア 研究概要 

実施日  平成３０年６月から平成３１年２月まで 

※ 発表会である、山口県生徒環境フォーラムは平成３１年２月１０日（日）に開催された。 

会 場  山口県立徳山高等学校及び周南市内の各事業所等 

参加者  普通科２年次生 １３人  自然科学科２年次生 ６人   （いずれも延べ人数） 

※ うち、山口県生徒環境フォーラムには、普通科２年次生２人、自然科学科２年

次生１人が参加した。 

イ 方法 

徳山高等学校が主催する標記講座に生徒が参加した。生徒は、講座を通して漠然とした環境と

いう概念について、様々な視点から学ぶことができた。学んだことを基にして、主体的に研究テー

マを設定し、山口県生徒環境フォーラムで研究成果を発表した。参加した生徒は、研究のテーマ

を「身近な川で発見した水質浄化法の提案」とし、下関市内にある友田川の水質調査の結果と、

水質の改善に向けて研究した浄化法の実験結果を発表することができた。 

（３）検証 

探究科の生徒には課題研究に取り組むことにより、科学的課題構想力を育むよう取り組んでいるが、

普通科の生徒には十分な手立てを行うことができていないことに課題がある。こうした中、このたび

は普通科の生徒も参加し、研究、ポスターの作成及び発表といった一連の活動を経験できたことは、

大変有意義なものであった。今後大学などに進学した際は、このたび身に付けた力により、充実した

課題解決に取り組むことができると考えることから、本取組の目的を達成できたものと考える。 

 

第５節 レインボープログラムの取組 

 

１ データサイエンス 

（１）仮説 

大学等と連携し、データサイエンスについて学ぶことにより、データを有効かつ適切に活用して

いく資質・能力を育むとともに、ビッグデータ、ＩｏＴ（モノのインターネット）に対応すること

ができる情報活用力を身に付けることができる。 

（２）研究内容 

ア 実施概要・方法 

 自然科学系はもとより、人文社会系においても、データサイエンスの視点を持って、課題研究に

取り組むことができるよう必要な力を育成するため、次の取組を実施した。 
科目等 対象者 内 容 

基礎探究 

情報 

探究科
１年 

基礎的なＩＣＴ機器やソフトウェアの活用方法を学んだ。 

物理 
センサーを使用した簡単な物理実験を行うことにより、コンピュータ

を利用したデータの収集や検証の方法を学んだ。 

化学 
実験結果を基にして、表計算ソフトを用いてグラフを作成し、そのグ

ラフを活用して、実験条件を検討した。 

発展探究 

課題研究の進め方 
探究科
２年 

５月に、大学から人文社会系と自然科学系の講師を招聘し、課題を解
決するための、データの収集方法や検証方法を学んだ。 

大学体験 
１１月に広島大学を訪問し、情報学部 教授 森本 康彦 先生から

大リーグで行われている多次元分析の手法について説明を受けた。ま
た、データを抽出するためのプログラミング実習を経験した。 

イ 評価 

発展探究中間報告会や校内発表会などにおけるデータの活用状況及びそれぞれの取組後行っ

たアンケート調査などを基にして、取組を検証した。 

（３）検証 

発展探究中間報告会や校内発表会において、生徒が発表した考察を見ると、アンケート調査や観

察、実験によって得られたデータを基にして導き出されたものが多く、本取組が生徒の課題研究の

質的向上に資するものであったことが伺われる。その一方で、広島大学情報科学部でデータサイエ

ンスに係る講義を受けた時期が１１月と遅かったことが、課題としてあげられる。来年度は、課題

研究の開始に合わせて、取組を実施したいと考えている。 

 



２ アクティブ・ラーニング 

（１）仮説 

主体的・対話的で深い学びを通して、知識

及び技能の確実な修得や思考力・判断力・表

現力の育成することにより、生涯にわたって

主体的に学び続ける人材を育成することが

できる。 

（２）研究内容 

ア 実施概要 

本校での学びを、次代で求められる資

質・能力を育むことができるものとするた

め、アクティブ・ラーニング推進室を設置

するなど、授業改善を推進する体制づくり

を進めた。本推進室では。推進に向けて教

員研修会を開催するとともに、アクティ

ブ・ラーニングに係る実践を推進すること

としている。 

イ 方法 

（ア）教員研修 

本県事業である「やまぐち次世代型教

育推進事業」の研究開発校として、校内

でアクティブ・ラーニングの視点からの

授業改善を推進した。推進に当たって

は、先進校視察（福岡県福岡高等学校及

び香住丘高等学校）、教員研修会（６月）

等を実施するとともに、リレー探究（６

月及び１０月）やユニットカリキュラム

をはじめとする多様な実践、その成果を

学校外に披露する教育研究会を実施し

た。 

（イ）教科横断・文理融合学習におけるアク

ティブ・ラーニングの取組 

ユニットカリキュラム及びリレー探

究などを通して、教科横断・文理融合学習に取り組んだ。これらの取組においては、他教科・

科目と連携した授業実践を進めるとともに、生徒自身が教科の枠を超えて学びを深めることが

できるよう、アクティブ・ラーニングを実践した。 

ウ 評価 

校内におけるアクティブ・ラーニングの進展の状況を評価するた

め、６月と１月の２回、アクティブ・ラーニングに関するアンケー

ト調査を生徒・教員対象に行ったところ、上表のような結果となっ

た。この結果を基にして、本取組を検証することとした。 

（３）検証 

６月と１月に実施した生徒を対象としたアンケート調査の結果を

比較すると、大きな変容は見られなかった。その一方で、教員を対象

としたアンケート調査の結果からは、ほぼ全ての項目において肯定的

な回答が増えていた。こうしたことから、教員の間では、生徒の学びを変えていかなければならな

いという意識が芽生えていることがうかがえる。なお、推進に当たっての課題としては、「学び合

いが活性化し学習効果が現れるように、ファシリテートする方法を研究する必要がある」「大学入

試に向けた学習につなげていく手立てを考える必要がある」などの意見が挙げられた。本校におい

て、充実した実践を行うためには、こうした点についても、研究を進めていく必要がある。 

   生徒を対象としたアンケート調査（肯定的な意見の割合(%)） 

 質   問 
平成３０年 

６月 
平成３１年 

１月 
変容 

意
識
調
査 

アクティブ・ラーニングを取り入れた授業は、将
来役に立つと思う。 97  95    

アクティブ・ラーニングを取り入れた授業は、大
学入試対策に役に立つと思う。 86  82    

アクティブ・ラーニングを取り入れた授業に積極
的に取り組みたいと思う。 89  88    

アクティブ・ラーニングを取り入れた授業が増え
てほしいと思う。 82  82  → 

アクティブ・ラーニングを取り入れた授業に参加
することに不安はない。 79  80  ↑ 

アクティブ・ラーニングを取り入れた授業によっ
て、授業負担が増えるとは思わない。 79  77    

現
状
調
査 

現在行われているアクティブ・ラーニングを取り
入れた授業は、自分に合っている。 80  75    

西高の多くの授業では、アクティブ・ラーニング
がすでに取り入れられている。 57  57  → 

アクティブ・ラーニングを取り入れた授業は、か
なりの頻度で行われている。 68  61    

アクティブ・ラーニングを取り入れた授業は、５
０分間の中の多くの時間で割り当てられている。 60  58    

教員を対象としたアンケート調査（肯定的な意見の割合(%)） 

 
質   問 

平成３０年 

６月 
平成３１年 

１月 
変容 

意
識
調
査 

アクティブ・ラーニングを取り入れた授業は、こ
れからの時代に求められる力を育むと思う。 90  97  ↑ 

アクティブ・ラーニングを取り入れた授業は、大
学入試対策に有効であると思う。 67  68  ↑ 

アクティブ・ラーニングを取り入れた授業に今後
積極的に取り組んでいこうと思う。 76  77  ↑ 

多くの授業がアクティブ・ラーニングを取り入れ
た授業になるべきだと思う。 57  57  → 

アクティブ・ラーニングの授業に代わっていくこ
とに授業者として不安はない。 52  74  ↑ 

アクティブ・ラーニングを取り入れることで教員
の負担は減ると思う。 23  34  ↑ 

現
状
調
査 

生徒たちはアクティブ・ラーニングの授業に対応
することができると思う。 89  88    

自分の授業の中に、アクティブ・ラーニングをす
でに取り入れている。 71  82  ↑ 

自分の授業の中に、アクティブ・ラーニングをか
なりの頻度で取り入れている。 31  36  ↑ 

自分の授業の中に、アクティブ・ラーニングを５
０分間中、多くの時間で割り当てている。 22  30  ↑ 

質の高いアクティブ・ラーニングの実践を行うた
めに、工夫や勉強、研究をしている。 45  53  ↑ 

今後、アクティブ・ラーニングの実践を行う（継
続する）つもりである。 80  90  ↑ 

教え合い、学び合いの取組 



３ 異文化体験 

（１）仮説 

国内外での異文化交流や講演を通じて、異文化を理解しようとする態度を育成することにより、

グローバル社会に貢献する人材を育てることができる。また、各国の歴史や文化への興味・関心を

深めることにより、国際的な視野やものの見方・考え方を広げることができる。 

（２）研究内容 

ア 実施概要 

次の表に示したように、国際的な活動や異文化に係る学びに取り組んだ後に、実際に海外を訪

問して直接体験することができるようプログラムを構成した。 
項 目 実施日 対 象 内 容 

国際理解に向
けた講座 

７月１１日 （水） 
 

普通科１年次生 
１６０人 
探究科１年次生 
７８人 

外務省職員による外務省の仕事や役割、外交問題に関
する講演を行った。 

夏休みディス
カバリープロ
ジェクト 

８月３日（金） 
 

探究科１年次生 
２０人 

下関市立大学を訪問し、様々な国々からの留学生と交流
することにより、それぞれの国の特徴や留学生の「日本」
や「学び」に対する意識等を学んだ。また、２学期に学ん
だ内容や体験したことをポスターにまとめて発表した。 

高校生国際協力
体験プログラム 

見送り 
探究科１年次生 
２人 

ＪＩＣＡ中国主催によるプログラムに参加する予定であっ
たが、西日本豪雨の影響によりこのたびは参加を見送った。 

シンガポール・
マレーシア研修 

１２月１１日（火）
～１５日（土） 

探究科２年次生 
５６人 
 

インターナショナルスクールやシンガポール国立大学
を訪問し、現地の生徒や学生と交流を行うとともに、先
端技術や地域の伝統的な産業を直接学んだ。 

イ 評価 

それぞれの取組の後に実施した、アンケート調査を基にして、検証を行った。 

（３）検証 

グローバルに活躍される方の講演を聴講したり、学校を離れ、国外で日頃の授業では経験できな

いことを直接体験したりすることにより、世界が抱える問題や英語をはじめとする言語の修得の大

切さを認識した。自らがグローバル社会を牽引していかなければならない意識が高まるとともに、

国際交流を進めるための力を向上させ、他国についての知識を深めたいという意欲も高まった。 

 

４ プレイングティーチャー 

（１）小・中学生を対象とした出前講座 

ア 仮説 

地域の小・中学生を対象とした講座において、生徒が小・中学生を直接指導することにより、論

理的に説明する力や表現力、将来のリーダーとして求められる力を身に付けることができる。さら

に、活動を通じて生徒は、それぞれの教科の内容をより深く理解することができる。 

イ 研究内容 

a 実施概要 

実施日  平成３０年８月１１日（土） 

場 所  下関市立桜山小学校 

参加者  探究科１、２年次生 ３８人 

     b 方法  

数学、理科及び英語に係る講座を実施した。事前準備として、小・中学校の学習内容の確認

や、どのように授業を行えば分かりやすいものとなるか、生徒同士で話し合わせた。それぞれ

の講座は３０分間で実施され、小・中学生はローテーションしながら全ての講座に参加した。

数学の講座では、小学生が一筆書きに、中学生が魔方陣に挑戦した。理科の講座では、スーパー

ボールとストローを用いたロケットを作成し、その飛行の様子を観察した。英語の講座では、

年齢別の講座を準備し、英語の学習状況に応じてアルファベットや英単語の発音練習をした。 

c 評価 

本取組の様子を観察するとともに、取組を実施した後、本校から参加した生徒を対象とした

アンケート調査を実施した。アンケート調査では「小・中学生を教えるために、内容の理解に

努めた。」「小学校で既習済みの内容を調べ、分かりやすく伝えられるよう工夫した。」などの

感想があった。 

ロケットの作成 



ウ 検証 

３０分間の講座を実施したが、この程度の時間が、高校生にとっては計画を立てやすく、かつ

小学生にとっても集中して取り組める時間であったことから、適していたと考えている。また、

それぞれの講座において、生徒は、小・中学生の様子を見ながら臨機応変に対応していた。アン

ケート調査にもこうしたことを記述している生徒がいたことから、本取組は生徒の資質・能力を

伸長させるものとなっていたと考える。なお、このたびは、講座のテーマを予め準備したが、今

後は、生徒が講座の内容を主体的に考え、計画するよう改善していきたい。 

（２）中学生を対象とした探究活動体験講座 

ア 仮説 

本校において中学生が課題解決学習を体験する講座を実施し、ＳＳＨ事業で取り組む研究開発

の成果を高等学校のみならず中学校でも実践できるものに改善することにより、理数教育の拠点

校として、その研究開発の成果を広く普及するための教材を開発することができる。 

イ 研究内容 

a 研究概要 

日 時  平成３０年１０月１３日（土）午後２時から午後４時３０分まで 

場 所  本校視聴覚教室他 

参加者  中学生６４人、探究科生徒２６人（２年次生２０人、１年次生６人） 

b 方法 

数学、理科（物理、化学、生物）及び家庭に係る探究活動を体験する講座を実施した。内容

は次のとおりである。 
教科・科目 内 容 

数学 
２等分してみよう 
辺の２等分線について考察した。 

理科 

物理 

スーパーボールロケット大会 
４人のグループをつくり、グループごとに協働してスーパーボールロケットを作成した。

作成したロケットを実際に飛ばし、その様子をハイスピードカメラで撮影した後、撮影した
映像を解析して速度を求めた。ロケットの速度をより大きくするためにはどのように工夫す
ればよいか科学的に考察させ、ロケットを改良させた。終わりに各グループの代表者が、考
察した内容とその成果を発表した。 

化学 

食酢の濃度を調べてみよう 
「市販の食酢の質量パーセント濃度を求めるとともに、中和滴定に用いる器具の使い方を

知る。」ことを目的に、滴定の操作を一班２人（Ａさん、Ｂさんとする）で行った。はじめ
に、Ａさんは水酸化ナトリウム水溶液の準備を、Ｂさんは薄めた食酢の準備をそれぞれ同時
進行で行い、その後、ＡさんとＢさん交互に中和滴定の操作を行った。続いて、解説を聞き
ながら、各班で薄めた食酢及び元の食酢の濃度をそれぞれ計算によって求めた。高校で学ぶ
内容であったが担当者４人でサポートしながら行い、身近な物質について定量的な取り扱い
ができることを体験させることができた。 

生物 

ミクロワールドへようこそ 
身近な生物（本校周辺の身近な環境に生息する微小生物を西高オリジナルミックスカル

チャーとして培養液を準備したもの）を光学顕微鏡を用いて観察し、様々な微小生物を見つ
け出す活動を行った。また、食感の異なる３種類の果実の食感と細胞のつくりの関係につい
て仮説を立てたのち、仮説を確かめるため細胞を顕微鏡で観察した。 

家庭 
界面活性剤の不思議 
界面活性剤のしくみを理解した後、水中シャボン玉を作った。 

なお、実施に当たっては、本校探究科の生徒がＴＡ（ティーチングアシスタント）として参加

し、中学生を実際に指導するなどプレイングティーチャーの取組を併せて実施した。 

c 評価 

体験講座実施後、参加した中学生に活動の内容を理解で   

きたかどうか問うアンケート調査を実施したところ、右表の   

結果を得ることができた。 

ウ 検証 

アンケート調査の結果は、非常によいものであったが、これは、本講座に参加した中学生が、もと

もと自然科学分野に強い興味・関心を持っていることが影響していると考えられる。アンケート調査

の自由記述欄を見ても、「難しい内容であったが、自分で考えて答えを出せたときにはうれしかった」

「他校の生徒と協力して課題を解決することができ楽しかった」など、非常に積極的な記述が多く見

られた。こうしたことから、本取組は、本校が地域の理数教育の拠点校として、自然科学分野に興味・

関心を持つ中学生により高い知識及び技能を育む取組として継続していく必要があることを感じた。 

教科・科目 肯定的 否定的 

数学 86.6 6.7 

理科 
物理 100.0 0 
化学 92.9 7.1 
生物 100.0 0 

家庭 100.0 0 



５ リレー探究 

（１）仮説 

設定したテーマについて、複数の教科の見方・考え方を働かせながら学ぶことにより、生徒は多

様な視点で物事を見ることの必要性に気付くことができる。さらに、複数の教科で同じテーマを扱

うことにより、思考が多様化し、課題構想解決力の育成を図ることができる。 

（２）研究内容 

ア 実施概要 

実施日  １回目 平成３０年６月１３日（水）から２１日（木）まで 

２回目     １０月２４日（水）から３１日（水）まで 

場 所  本校各教室 

参加者  １回目 探究科１年次生 ７８人 

２回目 普通科理系コース２年次生 ８４人 

イ 方法 

次のテーマ及び科目で、それぞれ実践した。 

（ア）１回目のテーマ  環境と私たちの生活について考える。 

 

 

 

 

 

 

（イ）２回目のテーマ  「平家物語」を糸口に関門海峡の潮流を考察する。 

 

 

 

 

 

 

ウ 評価 

授業実施後、アンケート調査を実施した。アンケート調査の自由記述欄には、「一つのテー

マについて、様々な視点からアプローチすることで問題解決のための柔軟な発想力が身につい

た」「自分の考えを持ち、それらをお互いに交換することにより、コミュニケーション力が向

上したと思う」といった感想を、多くの生徒が記述していた。 

（３）検証 
１時間の授業に多

くのことを盛り込み

過ぎて時間不足に

なった授業があった

ものの、生徒はおおむ

ね本取組の目的を理

解して、授業に参加す

ることができていた。

今後は、生徒がじっく

りと余裕を持って考

察できるよう、授業の

構成を工夫し、グルー

プ協議の時間をより

一層確保することが

できるよう改善して

いきたい。 

 科 目 内 容 

第１走者 保健 環境と健康について学ぼう 

第２走者 家庭基礎 衣生活と資源・環境について学ぼう 

第３走者 コミュニケーション英語Ⅰ 環境について学んだことを英語で表現してみる 

第４走者 音楽Ⅰ 消滅の危機にある言語～消えゆく歌 

第５走者 書道Ⅰ 漢字仮名交じりの書で環境を表現しよう 

 科 目 内 容 

第１走者 地理Ａ 地図から読み解く関門海峡今昔 

第２走者 古典Ｂ 安徳天皇図絵や「平家物語」を読み、考察する 

第３走者 物理 万有引力・潮汐力・合成速度 

第４走者 社会と情報 Excelによるグラフの作成 

第５走者 数学Ⅱ 微分を使って物理現象を解析しよう 

人文社会科学科（津田塾大学） 

さ 

リレー探究で行った授業の様子 



６ ユニットカリキュラム 

（１）仮説 

異なる教科・科目の担当者がティーム・ティーチング（以下、「Ｔ・Ｔ」という。）」）を行う授業

において、生徒は他教科の見方・考え方を働かせながら課題について思考することにより、学習内

容をより深く学ぶことができる。 

（２）研究内容 

普段の授業において、異なる教科・科目の担当者によるＴ・Ｔを行うことにより、教科横断・文

理融合学習を推進する。本Ｔ・Ｔでは、メイン教科担当（以下、「Ｔ１」という。）が実施する授業

において、生徒が学習内容をより深く学ぶことができるようにするため、サブ教科担当（以下、「Ｔ

２」という。）が担当する教科・科目の見方・考え方を働かせながら、Ｔ１の授業の内容を解説す

る。これにより、生徒は他教科・科目の学びを生かしながら課題に向き合い、学びが深まることと

なる。こうした取組は文系・理系にかかわらず行われており、本校が目指す、教科横断・文理融合

学習を具体化したものの一つである。 

（３）検証 

      英語と理科、数学と理科、家庭と理科など様々な教科・科目

の組み合わせでユニットカリキュラムを行った。生徒は、Ｔ２

が指導した内容を基にして、課題を解決することにより、Ｔ１

の指導だけでは届かなかった深い学びに到達したことを実感で

きたようである。また、授業を計画する際に、Ｔ１自身も新た

な指導方法に気付き、授業改善がより一層進んでいくとの感想

を持った。その一方で、今年度はユニットカリキュラムの取組

が全教員に周知され、様々な実践が行われてきたが、実践が１学期に集中し、２学期以降は滞った

ことに課題がある。学校行事など様々な要因が考えられるが、今後はこうした要因を分析し、より

実りある実践にしていきたいと考えている。 

 

７ ローカルアプリケーション 

（１）仮説 

地域資源の持つ施設や人材を活用することにより、生徒の

科学技術に対する興味・関心が高まるとともに、課題構想解

決力をより一層伸長させることができる。 

（２）研究内容 

ア 研究概要 

次の取組において、それぞれ地域資源を活用した。 

（ア）西高海峡ディスカバリー 

下関教育委員会文化財保護課、海響館（水族館）等 

（イ）夏休みディスカバリープロジェクト 

土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム、国立研究開発法

人水産研究・教育機構 水産大学校、下関地方気象台、

下関市立大学、下関市環境部奥山工場、豊田ホタルの里

ミュージアム、公益財団法人北九州産業学術推進機構、シャ

ボン玉石けん株式会社 

（ウ）発展探究 

下関市立大学、下関地方気象台、豊田ホタルの里ミュージアム、下関酒造株式会社、山口県

庁、ＫＲＹ山口放送等 

（３）検証 

地域資源の支援を受けながら、様々な取組を推進することができた。発展探究においては、いた

だいた支援により、研究が大きく進展した場面もあった。今後とも、こうした施設を開拓し、ＳＳ

Ｈ活動の充実に努めていきたい。 

淡水生ウズムシの生息環境の観察と採集 

コウガイビルの生息環境の観察と採集 



第４章 実施の効果とその評価 

 

１ 生徒を対象としたアンケート調査 

（１）アンケート調査とその結果 

本年度取り組んできたＳＳＨ

事業について、平成３０年４月

と平成３１年１月に全校生徒を

対象としたアンケート調査を実

施した。項目は表１のとおりで、

それぞれの項目について、「そう

思う」「どちらかというとそう思

う」「どちらかというとそう思わ

ない」「そう思わない」の４段階

で回答を求めた。そのうち、肯

定的な回答（「そう思う」「どち

らかというとそう思う」）をした

割合を表２～４に示す。これら

の結果を基にして、１・２年次

生を対象とした本校ＳＳＨ事業

の取組を検証することとした。

なお、本年度は３年次生を対象

とした取組は、わずかであるため、検証していない。 

（２）検証 

ア １年次生の取組について 

１年次生のアンケート結果は、表２のとおりである。表２におい

ては、ＳＳＨ主対象生徒である探究科の生徒と、それ以外の普通科

の生徒をそれぞれまとめている。表２からわかるように、探究科の

生徒は普通科の生徒に比べ、入学時より課題解決的な学びを好む傾

向があり、４月のアンケート結果において、おおむね探究科の生徒

のほうが高い値を示している。高等学校での学びを進めると、我が

国の高校生は、その内容の困難さから、一般的に値が小さくなる傾

向があるが、探究科の生徒は、１月の調査においてもおおむね高い

値を保ち続けている。その中でも項目④「日常生活における課題を

いくつか挙げることができる」は、４月の調査において、探究科と

普通科の値に大きな違いはなかったが、１月の調査では探究科の値

が大きく伸びている。また、項目⑤「何かを調べたり、観察、実験

したりすることにより、自分自身がこれまで知らなかったことに気

付いたことがある」は、４月の調査と１月の調査を比べると、探究

科の生徒の値が大きくなったことに対して、普通科の生徒は値が小さくなっている。こうしたこ

とは、探究科の生徒が基礎探究の授業や夏休みディスカバリープロジェクトなどを通じて、普段

から社会や自然の事物・現象に興味・関心を持っていることの表れであるとともに、調査、観察、

実験などの結果を基にして、主体的に思考し、答えを生み出す経験をしたことにより、課題設定

解決力が身に付いてきたものと考える。 

また、項目⑩「テレビや新聞、ウェブページ、書籍等から情報を集め、まとめたことがある」

は探究科及び普通科の生徒ともに値が大きくなっているが、探究科の生徒の値の伸びの方が大き

く、４月の調査では探究科と普通科の差が１１ポイントであったが、１月の調査では１６ポイン

トまで広がった。これは、情報活用力育成に向けた指導により、情報を受け取るだけでなく、受

け取った情報を基にして活用することの大切さに気付いたためであると考える。さらに、項目⑭

「科学に関する課題を解決するためには、数学や理科に加えて、国語や社会、英語での学びが役

表１  ＳＳＨに関するアンケート調査（生徒対象） 

 質 問 

① 数学や理科について学習することが好きである。 

② テレビや新聞、ウェブページ、書籍、雑誌等で科学に関する話題を見たり読んだりし
たことがある。 

③ 何かを調べたり、観察、実験したりすることが好きである。 

④ 日常生活における課題を、いくつか挙げることができる。 

⑤ 何かを調べたり、観察、実験したりすることにより、自分自身がこれまで知らなかったこ

とに気付いたことがある。 

⑥ 日常生活における課題を、科学的に思考し、答えを導き出すことが好きである。 

⑦ テレビや新聞、ウェブページ、書籍、雑誌等を見たり読んだりすることにより、国際的

な話題について考えたことがある。 

⑧ 他者と意見を出し合いながら、協力して物事を行うことが好きである。 

⑨ 新しい物事に対して、ねばり強く挑戦することが好きである。 

⑩ テレビや新聞、ウェブページ、書籍等から情報を集め、まとめたことがある。 

⑪ テレビや新聞、ウェブページ、書籍等の数値やグラフを見て、分析することが好きである。 

⑫ 数学や理科を学ぶことは、社会で必要とされる課題を解決する力が身に付くと思う。 

⑬ どんな職業に就いても、数学や理科の知識が必要であると思う。 

⑭ 科学に関する課題を解決するためには、数学や理科に加え、国語や社会（地理歴

史・公民）、英語での学びが役立つと思う。 

⑮ 将来、科学の分野を学ぶことができる大学等に進学したいと思う。 

⑯ 将来、数学や理科で身に付けた知識を生かした職業に就きたいと思う。 

⑰ 将来、大学や企業において、研究者になりたいと思う。 

⑱ 科学的に課題を構想することができると思う。 

表２          （％） 

 探究科１年 普通科１年 

 
平成30年 

4月 
平成31年 

1月 
変容 

平成30年 
4月 

平成31年 
1月 

変容 

① 87  85    71  67    
② 82  79    62  57    
③ 97  87    75  69    
④ 59  72  ↑ 60  63  ↑ 
⑤ 90  92  ↑ 83  78    
⑥ 72  65    53  47    
⑦ 80  78    66  60    
⑧ 90  87    79  79    
⑨ 92  86    82  75    
⑩ 60  73  ↑ 49  57  ↑ 
⑪ 54  56  ↑ 36  38  ↑ 
⑫ 91  90    87  85    
⑬ 81  80    78  81  ↑ 
⑭ 94  93    96  90    
⑮ 64  59    48  41    
⑯ 78  69    55  50    
⑰ 40  30    17  23  ↑ 
⑱ 64  58    32  30    



に立つと思う」については、いずれの学科においても高い値を保っている。本校が目指す、教科

横断・文理融合学習の重要性を生徒が認識しているものと考える。 

 

イ ２年次生の取組について 

２年次生のアンケート結果は、表３

及び表４のとおりである。本校では、

１年次に大学科「探究科」に入学した

生徒を、２年次から本人の興味・関心

により小学科である「自然科学科」又

は「人文社会科学科」のいずれかを選

択することとしている。いずれの学科

の生徒も引き続きＳＳＨ主対象生徒

としており、それぞれを、普通科理系

コース及び普通科文系コースと比較

しながら、変容を見ることとした。

表３は、自然科学科の生徒と普通科理

系コースの生徒のアンケート調査の

結果を、表４は人文社会科学科と普通

科文系コースの生徒のアンケート調査の結果をまとめたものである。自然科学科及び人文社会科

学科の生徒の値が、普通科のそれぞれのコースに比べて大きいことは、１年次生と同様である。

項目②「テレビや新聞、ウェブページ、書籍、雑誌等で科学に関する話題を見たり読んだりした

ことがある」や項目⑥「日常生活における課題を、科学的に思考し、答えを導き出すことが好き

である」について４月の調査と１月の調査を比べると、普通科のそれぞれのコースでは値は大き

く変化していないが、自然科学科や人文社会科学科では、値が大きく伸びた。これは、発展探究

などの授業において１年間かけて課題研究に取り組んだことから、社会や自然の事物・現象への

興味・関心が高まり、課題を発見し解決しようとする、課題設定解決力がより一層育まれたこと

の表れであると考える。また、項目⑬「どんな職業に就いても、理科や数学の知識が必要である

と思う」について、４月の調査と１月の調査の値を比べると、普通科文系コースでは値が小さく

なっているが、人文社会科学科の値は大きくなっている。人文社会科学科には、いわゆる文系の

生徒が所属しているものの、ＳＳＨ主対象生徒として、ＳＳＨ事業の様々な取組に参加した結果、

科学技術の有用性に気付くことができたものと考える。この項目⑬の結果に加えて、項目⑭「科

学に関する課題を解決するためには、数学や理科に加えて、国語や社会、英語での学びが役に立

つと思う」の４月の調査と１月の調査の結果を併せてみると、自然科学科は高い値のままで推移

し、人文社会科学科は値が大きくなっていることから、２年次生についてもＳＳＨ主対象生徒は

教科横断・文理融合学習が浸透していることがうかがえる。項目⑦「テレビや新聞、ウェブペー

ジ、書籍等を見たり読んだりすることにより、国際的な話題について考えたことがある」は、す

べての学科・コースにおいて値が大きくなっているが、依然として自然科学科及び人文社会科学

科がより高い値を示している。これは、海外研修等により、国際社会と触れる機会を設定すると

ともに、両学科とも専門教科英語の授業を実施していることにより、国際協働実践力が育まれて

きたものと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ （％）  表４ （％） 

 
自然科学科２年 普通科理系２年 

 
 人文社会科学科２年 普通科文系２年 

 
平成30年 

4月 
平成31年 

1月 
変容 

平成30年 
4月 

平成31年 
1月 

変容 
 

 
平成30年 

4月 
平成31年 

1月 
変容 

平成30年 
4月 

平成31年 
1月 

変容 

① 95  94    90  88     ① 35  38  ↑ 46  40    
② 84  92  ↑ 67  67  ↑  ② 57  71  ↑ 41  42  ↑ 
③ 95  92    79  74     ③ 74  67    51  49    
④ 70  81  ↑ 50  68  ↑ 

 
④ 78  67    54  50    

⑤ 82  87  ↑ 76  80  ↑ 
 
⑤ 83  75    72  61    

⑥ 75  81  ↑ 58  59  ↑ 
 
⑥ 39  54  ↑ 37  33    

⑦ 75  85  ↑ 55  69  ↑ 
 
⑦ 87  88  ↑ 64  74  ↑ 

⑧ 77  79  ↑ 73  77  ↑  ⑧ 91  83    80  77    
⑨ 89  79    73  75  ↑  ⑨ 74  83  ↑ 70  79  ↑ 
⑩ 73  71    48  62  ↑  ⑩ 70  75  ↑ 53  56  ↑ 
⑪ 61  65  ↑ 35  48  ↑  ⑪ 52  54  ↑ 32  37  ↑ 
⑫ 98  96    95  95     ⑫ 74  71    76  73    
⑬ 84  85  ↑ 82  85  ↑  ⑬ 61  71  ↑ 72  60    
⑭ 96  96    96  95     ⑭ 83  92  ↑ 88  89  ↑ 
⑮ 86  89  ↑ 77  83  ↑  ⑮ 13  13    18  13    
⑯ 95  88    88  89  ↑ 

 
⑯ 17  25  ↑ 27  20    

⑰ 50  65  ↑ 37  52  ↑ 
 
⑰ 4  13  ↑ 14  9    

⑱ 66  77  ↑ 46  61  ↑ 
 
⑱ 17  29  ↑ 22  14    



２ 教員を対象としたアンケート調査 

（１）アンケート調査とその結果 

本校の教員を対象に、本年度のＳＳＨ事業について、アンケート調査を平成３１年１月に行った。

それぞれの項目について、「そう思う」「どちらかというとそう思う」「どちらかというとそう思わ

ない」「そう思わない」の４段階で回答を求めた。そのうち、肯定的な回答（「そう思う」「どちら

かというとそう思う」）をした割合を表５に示す。この結果を基にして、本校のＳＳＨ事業につい

て検証を行った。 

 

（２）検証 

項目①～⑩は、生徒の科学技術に対する興味・

関心や思考力、判断力、表現力の変容について尋

ねたものである。いずれも高い値を示したが、項

目⑩「ＳＳＨの取組で、生徒の国際性（英語によ

る表現力、聞く力）が向上した」はやや低い結果

となった。今年度は、生徒が身に付けたこうした

力を校内で披露する場を作らなかった。そのため、

生徒には力が身に付いたものの、すべての教員が、

その力を見ていないことが原因と考える。項目⑪

～⑮の項目はＳＳＨ事業の取組が本校の教育活

動に及ぼす影響について尋ねたものである。項目

⑭「ＳＳＨの取組が、教員間の協力関係の構築や

新しい取組の実施など、学校運営の改善・強化に

役立つ」がやや低いものの、おおむね高い値と

なった。これは、多くの教員がＳＳＨ事業に理解

を示していることの表れであると考えている。今

後はより一層の理解が進むよう工夫するととも

に、学校運営の改善に資するものとなるよう努め

ていきたい。項目⑯～㉖は課題研究やレインボー

プログラムについて尋ねたものである。項目⑳

「データサイエンスに関する取組は、情報活用力

を身に付けさせるための有効な手段となってい

る。」についてはやや低い値であった。これは、

今年度広島大学で行ったデータサイエンスに係

る実習が実践的であったため、人文社会科学科の

生徒には取り組みにくいものであったことの表

れであると考えている。授業改善に係る項目㉓

「アクティブ・ラーニングに関する取組は、主体

的に学ぶ人材を育成手段となっている」が、やや

低い結果となった。次期学習指導要領の実施に向

け、すべての教員が今後考えていかなければなら

ないと考えている。項目㉗～㉚は、ＳＳＨ事業へ

の関わりを尋ねたものである。教員の負担感を軽

減し、かつ実りあるＳＳＨ事業を進めていきたい

ところではあるが、負担感を全くなくすことは難

しい。こうした中でも全校体制の推進に向け、今

後もより工夫していきたいと考えている。 

 

 

 

 

表５ 平成３０年度 ＳＳＨに関するアンケート（教員)（％） 

 
質   問 割合 

① 
ＳＳＨの取組で、生徒は未知の事柄への興味（好奇

心）が向上した。 92  

② ＳＳＨの取組で、生徒は学んだ事を応用することへの
興味が向上した。 

94  

③ 
ＳＳＨの取組で、生徒の自主性、やる気、挑戦心が向

上した。 91  

④ ＳＳＨの取組で、生徒の周囲と協力して取り組む姿勢
（協調性、リーダーシップ）が向上した。 91  

⑤ ＳＳＨの取組で、生徒の発見する力（問題発見力、気
付く力）が向上した。 

91  

⑥ ＳＳＨの取組で、生徒の問題を解決する力が向上した。 91  

⑦ 
ＳＳＨの取組で、生徒の真実を探って明らかにしたい

気持ち（探究心）が向上した。 94  

⑧ ＳＳＨの取組で、生徒の考える力（洞察力、発想力、論
理力）が向上した。 

92  

⑨ 
ＳＳＨの取組で、生徒の成果を発表し伝える力（レポー

ト作成、プレゼンテーション）が向上した。 97  

⑩ ＳＳＨの取組で、生徒の国際性（英語による表現力、国
際感覚）が向上した。 80  

⑪ 
ＳＳＨの取組が、生徒の理系への進学意欲に良い影

響を与える。 94  

⑫ ＳＳＨの取組が、新しいカリキュラムや教育方法を開発
する上で役立つ。 92  

⑬ ＳＳＨの取組が、教員の指導力の向上に役立つ。 92  

⑭ ＳＳＨの取組が、教員間の協力関係の構築や新しい取
組の実施など、学校運営の改善・強化に役に立つ。 

86  

⑮ ＳＳＨの取組が、学校外の機関との連携関係を築き、
連携による教育活動を進める上で有効だ。 100  

⑯ 
基礎探究の授業内容は、発展探究で行う課題解決に

向けた基礎的な力を育むものになっている。 97  

⑰ 発展探究の授業内容は、主体的に課題を解決する力
を育むものになっている。 95  

⑱ 発展探究の授業内容は、グループのメンバーと協働し
て学びを深めるための有効な手段になっている。 

97  

⑲ 
学校外で行う発表や活動は、生徒に課題解決力や表

現力を育成するものとなっている。 97  

⑳ 
データサイエンスに関する取組（例：大学講師による

データの分析方法に関する講義等）は、情報活用力を身
に付けるための有効な手段になっている。 

86  

㉑ 
異文化体験に関する取組（例：留学生との交流事業

等）は、グローバル化に対応した人材を育成する有効な
手段になっている。 

92  

㉒ アクティブ・ラーニングに関する取組は、主体的に学ぶ
人材を育成する有効な手段になっている。 

82  

㉓ 
プレイングティーチャーに関する取組（例：本校生徒に

よる小学生対象の出前科学講座）は、理数教育の拠点
校としての役割を果たす手段になっている。 

89  

㉔ リレー探究による授業は、物事を多様な視点から見るこ
との重要性に気付く機会として有効な手段となっている。 89  

㉕ ユニットカリキュラムによる授業は、教科等の枠を越え
た深い学びを実現する有効な手段になっている。 

92  

㉖ 
ローカルアプリケーションに関する取組は、地域資源

を活用して生徒の興味・関心を高めるとともに、課題解決
力を向上させる手段となっている。 

94  

㉗ ＳＳＨに関する活動や授業を行った。または、行いたい
と思っている。 89  

㉘ 
発展探究、基礎探究の指導をした。または、指導をし

たいと思っている。 75  

㉙ 学校外での様々なＳＳＨに関する活動に参加した。ま
たは、参加したいと思っている。 78  

㉚ 本校におけるＳＳＨ事業の分掌に関わった。または、
関わりたいと思っている。 

67  



第５章 校内におけるＳＳＨの組織的推進体制 

 

第１節 組織体制 

校内にＳＳＨ推進室を設置し、ＳＳＨに係る取組の立案な

どを行っている。ＳＳＨ推進室で立案したものについては、

校長や教頭、分掌や教科の代表者で構成されるＳＳＨ推進委

員会で協議し、実践することとしている。なお、推進委員会

はおおむね月１回以上開催しており、ＳＳＨ事業に係る取組

の可否や、経費の使用方法について協議することとしている。 

 
第２節 校内研修等 

１ 校内研修会 

（１）仮説 

授業改善に向けた先進的な取組を知ることにより、本校教員がアクティブ・ラーニングの視点か

らの授業改善に取り組むようになる。 

（２）研究内容 

ア 実施概要 

日 時  平成３０年６月２８日（木）午後２時から午後４時まで 

場 所  本校社会科教室   参加者  本校教員 ４４人 

イ 方法 

福岡県立福岡高等学校 教諭 跡部 弘美 先生をお迎えし、講演会を行った。講演会では、先生が日頃

から取り組まれている、ジグソー法による授業実践や紙芝居プレゼンテーション法（以下、「ＫＰ法」という。）

など、アクティブ・ラーニングによる授業実践例を紹介された。これに加え、生徒がよりいっそうアクティ

ブ・ラーニングに取り組むことができるよう、生徒同士の人間関係づくりを図るための取組について実際に

実習を行いながらお話しされるなど、大変充実したものであった。なお、本取組を実施するに当たっては、

事前に福岡高等学校の先進校視察を行っており、その成果を教員が共有したうえで実施したものである。 

ウ 評価 

講演会終了後、受講した教員を対象として、自由筆記によるアンケート調査を行った。 

（３）検証 

アンケート調査には、ほぼすべての教員から「参考になった」という意見があったことから、授業改善に

向けて意識改革を目指した本研修会は当初の目的を達成することができたと考えている。中でも、普段から

生徒同士がディスカッションすることにより、学びを深めるよう指導されている取組に注目した教員が多く

いた。また、ＫＰ法は生徒が身に付けた知識及び技能を関連付けて活用するだけではなく、教員の指導内容

の精選にもつながるものであり、アンケート調査に今後実践してみたいと答えた回答が多く見られた。 

 

２ 教育研究会 

（１）仮説 

今年度本校で実践してきたアクティブ・ラーニングに係る取組を広く公表することにより、本県

の県立高等学校における授業改善の一助とすることができる。 

（２）研究内容 

ア 実施概要 

日 時  平成３０年１１月２日（金）午後１時１０分から午後４時２５分まで 

場 所  本校ＬＬ教室及び会議室 

参加者  本校以外からの参加者 １７人  本校教員 １５人 

イ 方法 

ＳＳＨ事業の一つとして取り組んでいるユニットカリキュラムの実践を紹介するとともに、福

岡県立香椎高等学校 主幹教諭 山本 拓史 先生による、アクティブ・ラーニングに係る講演

会を実施した。ユニットカリキュラムは、異なる教科の教員によるＴ・Ｔで、このたびは、専門

教科英語と理科（物理）の教員が実践したものである。実践を行ったクラスは、人文社会科学科

の生徒と自然科学科の生徒が混在するクラスである。教材は、空気抵抗がある場合の物体の自由

落下について説明した英文で、この英文の内容をより深く理解するため、物理の教員が現象を説

明した。説明に当たっては、４人程度のグループを作り、それぞれのグループの理数物理を選択

している生徒に、自由落下における速度の変化をホワイトボードに図示させながら説明させた。



さらに、真空中での物体の自由落下の様子について、ｉＰａｄ用いて動画で見せるなど、空気の

抵抗による影響について実感を伴った理解が進むよう工夫した。アクティブ・ラーニングに係る

講演会では、アクティブ・ラーニングが求められるようになった背景や、次期学習指導要領が目

指す、生徒に身に付けさせたい資質・能力の解説、全国での実践例などが紹介された。 

ウ 評価 

本取組が終了したのち、本校以外の参加者を対象とした自由筆記によるアンケート調査を行った。 

（３）検証 

ユニットカリキュラムによる授業実践については、外国語（英語）の教員にとっては扱いにくい

教材を、Ｔ・Ｔによりが補足説明するなど互いの専門性を生かした授業展開により、生徒の理解が

深まっていく様子を見ることができたことから高く評価されていた。こうした取組は、実践に費用

がかからないものであることから、学校に持ち帰り実践したいという記述が多く見られた。また、

講演会については、「アクティブ・ラーニングという言葉はよく耳にするものの、どのように実践

したらよいのか模索していたところであるが、講演を聞き自信を持って実践できるように思えた」

等の感想があった。講師の先生は、昨年度まで次世代型教育推進センターの研究協力員として御活

躍された方で、お話には説得力があり、参加者の理解が進んだものと考えられる。このように、参

加した教員の意識に変化が見られたことから、本取組は成果があったものと考えられる。 

 

第３節 先進校視察 

次表のとおり、山口県内外で先進的な取組を行っている高等学校を視察し、本校の取組の改善に役立てた。 
訪問先学校名 訪問日 参加者 内容 

福岡県立福岡高等学校 
平成３０年６月２２日 

理科３人 
英語２人 

アクティブ・ラーニングに係る先進的な取組を視察 
・ 進学実績が良好な高等学校におけるアクティブ・ラーニングの実践 
・ ジグソー法によるアクティブ・ラーニングを参観 

福岡県立香住丘高等学校 
（課題研究発表会） 
平成３０年６月２９日 

地歴１人 
理科２人 
保体２人 
英語２人 

日本学生科学賞において、内閣総理大臣賞を受賞 
・ 全校生徒が多彩なテーマで課題研究に取り組むとともに、すべての生徒がポ
スター発表を実施 

・ 理数コースにおいては、全国レベルの研究に取り組む 
山口県立宇部高等学校 
（課題研究中間報告会） 
平成３０年７月１９日 

理科２人 ＳＳＨ及びＳＧＨ指定校における課題研究の実践 
・ 探究科第１期生が、課題研究の中間報告を実施 
・ ポスター発表に当たっては、フラッシュトークにより、発表内容を参加者に周知 

山口県立山口高等学校 
平成３０年１０月１７日 

理科２人 やまぐち次世代型教育推進事業の指定を受け、実践研究 
・ 情報の授業における、アクティブ・ラーニングの実践 
・ ユニバーサルデザインを意識した主体的・対話的で深い学びを促す生物の授業実践 

さいたま市立大宮北高等学校 
平成３０年１０月２６日 

地理歴史１人 
数学１人 

ＩＣＴ機器を活用した、先進的な実践 
・ タブレットや電子黒板を活用した授業実践 
・ 海外の高校生とともに学ぶ取組の実践 

山口県立宇部高等学校 
平成３０年１１月３０日 

理科１人 やまぐち次世代型教育推進事業の指定を受け、実践研究 
・ 地理歴史科における、アクティブ・ラーニングの授業実践 
・ 基礎探究における、課題解決学習の取組 

千葉市立千葉高等学校 
平成３０年１２月１８日 

理科１人 
英語２人 
 

クロスカリキュラム等、先進的な授業実践に取り組む 
・ 年間１００時間を超える頻度で、クロスカリキュラムを実践するための体制を整備 
・ 理数科の生徒に国際性を育むため、米国海外研修を実施 

東京都立戸山高等学校 
平成３０年１２月１９日 

理科１人 
英語２人 

進学実績が良好なＳＳＨ指定校の取組 
・ 海外研修を１年間に３回実施 
・ 医学部進学希望者を支援するため、チームメディカル制度を実施 

山口県立宇部高等学校 
（課題研究発表会） 
平成３１年２月９日 

教頭 
理科３人 
英語２人 

ＳＳＨ及びＳＧＨ指定校における課題研究の実践 
・ １年６か月にわたって生徒が取り組んだ、課題研究の成果を発表 
・ 研究開発の成果のより一層の普及に向け、発表会を週休日（土曜日）に開催 

 

第４節 校外研修会 

本校の研究開発の改善に資するため、学校外で行われる様々な研修会に参加した。 
会名（主催） 実施日 参加者 内容 

高大連携事業 
（九州工業大学） 
平成３０年７月２２日 

理科２人 九州工業大学構内で、福岡県及び隣県の高等学校の生徒が課題研究の成果をポ
スターで披露する、ポスター発表会が行われた。この発表会に併せて、課題研究
を担当する教員を対象とした、課題研究の指導に係る研修会が行われた。 

ＳＳＨ数学科教員山口研修会 
（筑波大学附属駒場中・高等学校） 
平成３０年８月２８日 

理科１人 
数学２人 

午前は、駒場中・高等学校の教員が徳山高等学校の生徒に、数学の授業を実施した。
内容は、思考力の育成を目指したものである。午後は、参観した教員対象に駒場中・
高等学校が実践している数学の教材の説明と参加者による研究協議が行われた。 

中国地区ＳＳＨ担当者交流会 
（広島県立西条農業高校） 
平成３０年９月１４日 

研究主任 
研究副主任 

本校がＳＳＨ事業で取り組んでいる内容をポスターを用いて紹介した。他
校の先生方からは、リレー探究やユニットカリキュラムの取組に興味を持っ
ていただき、その詳細について様々な質問を受けた。 

山口大学・大学教育再生加速プログラム 
（山口大学） 
平成３０年１０月２２日 

理科１人 
英語１人 

参加している様々な校種の先生方と情報交換を行った。大学では学生が主
体性や協働性を育むため、ＰＢＬ（プロジェクト・ベース・ラーニング）等、
アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善が進められている。 

次世代型教育推進セミナー福岡会場 
（教職員支援機構） 
平成３０年１２月１１日 

理科１人 このたびの学習指導要領改定では、高大接続の推進等高等学校には大きな変革となる。
全教員がカリキュラムマネジメントにかかわるとともに、生徒がどのように学び、どの
ような力を身に付けさせるのか、教員間で目的を共有する必要がある。 

ＳＳＨ情報交換会 
（ＪＳＴ・文部科学省） 
平成３０年１２月２５日から２６日まで 

校長 
研究主任 

ＳＳＨ指定校における課題研究の取組について、具体的な実践方法を共有した。
地域の特徴を生かした取組が有効であることを感じるとともに、どの程度まで取組
を広めれば、全校体制を構築したといえるのかといったことが話題に挙がった。 

 



第６章 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向・成果の普及 

 

１ 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向 

（１）１年次における探究的視点育成の取組について 

１年次において探究的な視点を育成し、課題設定解決力や情報活用力を育成するため、毎週２単

位時間で「基礎探究」を実施した。これにより、社会や自然の事物・現象に興味・関心を持ちなが

ら、日常生活における課題を発見しようとする姿勢を生徒に育むことができた。また、調査、観察、

実験などを通して、それまで自分の知らなかったことに気付く喜びや楽しみを感じるなど、探究心

を持って様々な事象を見ることができているようである。「基礎探究」では、数学や理科だけでは

なく、国語、地理歴史、公民等の教科から、少なくとも１教科選択し受講するよう生徒に指導して

いる。これは、生徒に幅広い教養を身に付けさせることを目的としているだけでなく、これからの

社会において、課題を解決するためには様々な教科の見方・考え方も必要であることを認識させる

ためである。「基礎探究」で身に付けた資質・能力に加え、「西高海峡ディスカバリー」「夏休みディ

スカバリープロジェクト」、各種講演会やセミナー及び九州大学におけるＳＤＧｓをテーマとした

ディカッション等を通じて高まった興味・関心により、２年次の課題研究に進んで取り組むことを

期待している。なお、課題研究に取り組むに当たっては、１年次の活動を通して課題を構想するこ

とができた生徒と、依然として課題を絞ることができていない生徒がいる。本校の課題研究は、生

徒自身が「不思議」と感じる事物・現象から課題を設定し研究することとしている。課題を絞り切

れていない生徒に、もう一度身近な事物・現象に目を向けさせるとともに、実りある課題研究にす

るよう、それぞれの取組を改善していく必要がある。 

 

（２）２年次における探究力育成に向けた取組について 

２年次においては、探究心をより一層高めながら課題解決力を身に付けさせるため、毎週２単位

時間で「発展探究」を実施した。探究科の生徒は、２年次からいわゆる理系である自然科学科と、

文系である人文社会科学科のいずれかに所属するが、ＳＳＨの取組は学科にかかわらず参加するこ

ととしている。両学科の生徒とも１年間課題研究に取り組むことにより、「科学的に思考し、答え

を導き出すことが好きである」と答えた生徒の割合が増加したことから、課題設定解決力を育むこ

とができたと考えることができる。また、「どのような職業に就いても、理科や数学の知識が必要

である」と答えた生徒や「科学に関する課題を解決するためには、国語や社会、英語の知識が必要

である」と答えた生徒の割合がともに高いことから、本校の目指す教科横断・文理融合学習を通し

た学びにも理解を示している生徒が多い。 

なお、今年度は２年次の生徒に表現力を育む機会となる発表活動を十分体験させることができなかっ

た。３年次生は、いくつかの発表会に参加し、経験を重ねることにより表現力が格段に向上した。引き

続き３年次生に発表の機会を作るとともに、２年次生がこうした取組ができるよう改善していきたい。 

 

（３）ＳＳＨ事業の推進 

ア 全校体制によるＳＳＨ事業の推進 

今年度から始まったＳＳＨ事業では、基礎探究や発展探究等の課題設定解決力を育む取組、ユ

ニットカリキュラムやリレー探究など授業改善を図る取組をはじめ、数多くのプログラムにおい

て先生方の協力をいただくことができたことから、全校体制で研究開発を進めることができたと

考えている。こうしたことから、研究開発の初年度としては十分な実践が行われ、生徒の意識の

変容も良好であった。その一方で、企画運営に携わる担当者は、様々な事業を矢継ぎ早に実践す

ることとなり、多忙感が非常に大きい１年となった。２年目からは、１年目のプログラムを参考

にしながら、事業を改善・工夫していくこととなる。役割分担を見直しながら、実りある研究開

発を推進していきたい。 

 

イ ＩＣＴ機器の利活用の促進 

ＳＳＨ事業により、本校にも様々なＩＣＴ機器が導入され、数学や理科のみならず様々な教科

で活用が進んできた。これまで実感を伴った理解が困難であった内容を、ＩＣＴ機器の活用を工

夫することにより、生徒自身が気付き、理解を深めていくなど、多くの成果を見ることができた。



こうした取組みの成果をより多くの教員と共有しＩＣＴ機器を活用する場面を増やすため、ＩＣ

Ｔ機器の活用方法をより一層研究していくとともに、引き続きその整備を進めていきたい。 

 

ウ 評価方法の改善 

ＳＳＨ事業の成果を測るため、今年度は生徒を対象としたアンケート調査を４月と１月の２回

実施し様々な変容を調査した。また、教員を対象としたアンケート調査を１月に実施し、生徒に

科学的課題構想力の育成や教科横断・文理融合学習の推進を図ることができたか尋ねた。これに

加えて、より広くＳＳＨ事業の成果を測ることも必要であることから、来年度は保護者などを対

象としたアンケート調査を実施するよう計画している。 

 

２ 今後の研究開発の普及 

（１）本校のウェブページを活用した成果の普及 

ＳＳＨ事業による取組の内容や様子を本校のウェブページに掲載し、その成果を普及してきた。

今後は、これに加え研究開発実施報告書を掲載するなど、研究開発の成果の普及を図りたい。 

 

（２）ＳＳＨ・探究Ｎｅｗｓによる成果の普及 

ＳＳＨ事業による取組とその成果を本校生徒やその保護者、近隣の中学校や高等学校の教員や生

徒に広く普及するため、広報利用リーフレットである「ＳＳＨ・探究Ｎｅｗｓ」をおおよそ２ヶ月

に１度発行した。今後も同様に発行し、研究開発の成果の普及を図りたい。 

 

（３）外部に向けた課題研究発表会の実施 

本校の課題研究の取組の成果を広く普及するため、来年度は課題研究等発表会を開催する。現在、

近隣の中学校や高等学校の教員に加え、本校に入学しＳＳＨ事業に参加を希望する中学生なども参

加できるよう日程の調整を進めているところである。 

 

（４）報道機関を通じた成果の普及 

ＳＳＨ事業の様々な取組を、テレビや新聞などを通じて広く周知するため、事業ごとに報道発表

を行っている。今後も同様の取組を行い、研究開発の成果の普及を図りたい。 

 

（５）学校訪問 

ＳＳＨ指定校はもとより全国各地の様々な機関から学校訪問を受け入れた。受け入れた機関は、

次表のとおりである。 

 

平成３０年度に学校訪問を受け入れた機関と視察の内容 

受け入れた機関の名称 受入月日 訪問者 説明内容等 

６年次研修 平成３０年９月１３日 教員 

教員としての実務経験が６年目となった者

を対象とした研修である。 

ＳＳＨ事業や探究科の課題研究の取組を説

明するとともに、課題研究中間報告会や授

業を参観した。 

熊本県鹿本高等学校 平成３０年９月２７日 教員 ＳＳＨ事業及び探究科の取組を説明した。 

福岡県立八女高等学校 平成３０年１０月１２日 教員 ＳＳＨ事業及び探究科の取組を説明した。 

北海道教育委員会 平成３０年１０月１９日 指導主事 探究科の取組を説明した。 

初任者研修 平成３０年１０月１２日 教員 

ＳＳＨ事業及び探究科の取組を説明した。 

本校が推進する、リレー探究の授業を参観

われた。 

下関市立向洋中学校 平成３０年１０月２９日 教員・生徒 

探究科の授業を見学後、本校の取組の説明

やＳＳＨ事業の紹介を行うとともに、在校

生との交流会を実施した。 

静岡県立韮山高等学校 平成３０年１２月３日 教員 ＳＳＨ事業及び探究科の取組を説明した。 

島根県立高等学校 

島根県理科教育協議会 
平成３０年１２月６日 教員 ＳＳＨ事業及び探究科の取組を説明した。 

島根県教育委員会 平成３１年２月２１日 指導主事 ＳＳＨ事業及び探究科の取組を説明した。 



❹関係資料 

探究科 人文社会科学科 自然科学科 理数科

文 理 文 理

国 語 総 合 4 5 5
国 語 表 現 3

現 代 文 Ａ 2

現 代 文 Ｂ 4 2 2 3 2 2 2 2
古 典 Ａ 2

古 典 Ｂ 4 3 2        3　◆1 3 3 2 2
世 界 史 Ａ 2 3 2 3 2
世 界 史 Ｂ 4 ┬ 4α　●3β 　┬ 4 　┬ 4
日 本 史 Ａ 2   ┬ 3   ┬ 2 │ 　│ 　　　 ┬ 3    ┬ ２ 　│
日 本 史 Ｂ 4   │   │ ┤　　 ┬ 4β 　┤  　　　│    │ 　┤
地 理 Ａ 2   ┘   ┘ │　　 │ 　│  　　　┘    ┘ 　│
地 理 Ｂ 4 ┘　　 ┘ 　┘ 　┘
現 代 社 会 2 2 ●3α 2      ●3
倫 理 2 ●3α      ●3
政 治 ・ 経 済 2 ▲2
数 学 Ⅰ 3 3
数 学 Ⅱ 4 4 4 3 3δ 4
数 学 Ⅲ 5 6γ
数 学 Ａ 2 3 ▲2
数 学 Ｂ 2 2 2 3δ 2
※ 数 学 研 究 5
科 学 と 人 間 生 活 2

物 理 基 礎 2 2   ┬ 1 ┬ 1
物 理 4   │   ┬ 3 │ ┬ 3
化 学 基 礎 2   │    2   │    4 │ 1  ◆1 │
化 学 4   │   │ │ │ 4
生 物 基 礎 2 2   ┘   │ ┘ │
生 物 4   ┘ ┘
地 学 基 礎 2

地 学 4

理 科 課題 研究 1

＊ 選 択 理 科 3

保健 体 育 ７～８ 3 2 2 3 3 3 2 2 2
体育 保 健 2 1 1 1 1 1 1

音 楽 Ⅰ 2   ┬ 2   ┬ 2
音 楽 Ⅱ 2   │    　┬1   │
美 術 Ⅰ 2   ┤   　 │   │
美 術 Ⅱ 2   │   　 ┤   │
書 道 Ⅰ 2   ┘    　│   ┘
書 道 Ⅱ 2    　┘
ｺﾐ ｭﾆｹｰｼ ｮ ﾝ 英語 基礎 2
ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅰ 3 4
ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅱ 4 4 3
ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅲ 4 4 4 4
英 語 表 現 Ⅰ 2 2
英 語 表 現 Ⅱ 4 2 2 2 2 2
英 語 会 話 2

※ 英 語 講 読 2 ▲2
家庭 家 庭 基 礎 2 2 2

社 会 と 情 報 2 2 2 1 1
情 報 と 科 学 2

理 数 数 学 Ⅰ 4～6 6
理 数 数 学 Ⅱ 9～15 6   4　　●3
理 数 物 理 3～8 2   ┬ 3 　┬ 3
理 数 化 学 3～8 2   │    4 　│ 　5
理 数 生 物 3～8 2   ┘ 　┘
課 題 研 究 1～4

総 合 英 語 3～8 4 3 3
英 語 表 現 3～8 2 2 2
異 文 化 理 解 2～6 2
※ 英 語 研 究 2

※ 基 礎 探 究 2
※ 発 展 探 究 2 2
※ 教 科 探 究

特活 ﾎ ｰ ﾑ ﾙ ｰ ﾑ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
3～6 1 1 1 1 1 1 1 1

33 33 33 33 33 34 34 34 33

「注」
・３年次普通科文系のα・βはいずれかを選択。
・３年次普通科文系の▲２単位は（政治・経済、数学Ａ、英語講読）より１科目選択。
・３年次普通科文系の◆1単位は（古典Ｂ、化学基礎）より１科目選択。
・３年次普通科理系「数学」のγ・δはいずれかを選択。
・３年次理数科の●３単位は（現代社会、倫理、理数数学Ⅱ）より１科目選択。

平成３０年度教育課程表
山口県立下関西高等学校  

教科 科　目
標準
単位

普　　　　　通　　　　　科

１ 年
２　 　年

３　年２年
３　　　年

１　年

公
民

数

学

理

科

国

語

地
理
歴
史

   合　　　　計

情報

総合的な学習の時間

理
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英
語

※
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究

外

国
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芸
術



山口県立下関西高等学校スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員会 報告 

 

◆平成30年度山口県立下関西高等学校ＳＳＨ運営指導委員（五十音順） 

氏 名 所      属 職 名 委員会役職 

石川 敏弘 公立大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学工学部 教  授 委 員 

岡村 定矩 国立大学法人東京大学 名誉教授 委員長 

木村 康則 株式会社富士通研究所 シニアフェロー 委 員 

田邉 祐司 学校法人専修大学専修大学文学部 教  授 委 員 

西堀 正英 国立大学法人広島大学大学院生物圏科学研究科 准 教 授 委 員 

林   透 国立大学法人山口大学大学教育機構 准 教 授 委 員 

 

◆議事内容（◎は、運営指導委員、〇は、下関西高校教職員の発言である） 

１ 第１回運営指導委員会（山口県立徳山高等学校、山口県立宇部高等学校と合同開催） 

日 時  平成３０年７月１９日（木）午前１０時３０分～午後０時３０分 

   場 所  山口県立宇部高等学校 

出席者  運営指導委員（徳山高等学校３名、宇部高等学校６名、下関西高等学校６名）         

県教育庁等（８名）、徳山高等学校（３名）、宇部高等学校（５名）、下関西高等学校（５名） 

 

（１）県立下関西高等学校の平成３０年度事業計画について 

【学校からの説明】 

ＳＳＨ初年度の目標や研究内容、具体的な取組について説明 

【協議・質疑応答】 

◎ 教科をまたがっている取組（リレー探究）は大変面白い。 

◎ 学校周辺のリソースを最大限活用している点は評価されるところである。かなり大変だと思わ

れるが、先生方のチーム力を生かしてプログラムを運用していただきたい。 

◎ 野心的で良いが、先生方の負担が大きいと感じる。教科をまたぐ授業において、議論中心で行

うのであれば、生徒同士で主体的に活動するような仕掛けも検討してほしい。また、海外の高等

学校と姉妹校になることも検討してもよいと思う。 

◎ 先生方は「教える」を我慢し、生徒の自主的な取組としての、アクティブラーニングが発展す

るような取組を期待する。 

◎ 疑問を調べるためのツールとしてのレインボープログラムの活用は素晴らしいが、生徒が受け身にな

る恐れがある。身のまわりの些細な疑問に対して、自主的な活動を支えるツールとして活用してほしい。 

◎ ユニットカリキュラムを発展させていけば、ＳＳＨ指定校側から国へ、カリキュラムを発信する

ことができる。今後、長期的な視点で、学習指導要領を変えるくらいの取組にしてほしい。 

 

２ 第２回運営指導委員会 

日 時  平成３０年９月１３日（木）午後３時４０分～午後４時４０分 

   場 所  山口県立下関西高等学校 

出席者  運営指導委員（５名）、県教育庁等（２名）、徳山高等学校（２名）、宇部高等学校（１名） 

下関西高等学校（６名） 

（１）発展探究中間報告会について 

◎  中間発表なのでいろいろ発散してもよいが、生徒の現時点での知識では解決が難しい研究や間

違った結論に至る研究もあった。運営指導委員の方々の意見を参考にしながら、先生方の指導を

通して誘導する必要がある。 

◎ 興味を持っていろいろなことに取り組んでいるが、興味に流されている研究もあり、最初の動

機と今日の時点での結論がつながっていない研究もあった。 

◎ ＳＳＨの全国大会の発表では、生徒は原稿を見ることなく皆楽しそうに発表している。これは、

自分の研究を完全に理解し、自分が楽しいと思って研究を行っているからである。 

◎ レポートのまとめ方、グラフのかき方・示し方、データの取り方、誤差の処理、統計解析など、研究

をまとめていくにはどのように進めるべきかという方法論を、先生方が指導する必要があると感じた。 

 



（２）第１回運営指導委員会以降の取組について 

  〇下関西高等学校より取組を説明 

【協議・質疑応答】 

◎ 課題設定力をどう育むかということが一番の課題であると思う。 

◎ 成長の場を校外と限定せず、校内でも生徒同士が議論することができる工夫をするとよい。同

じ研究を何回も発表できる機会を与えることで発表の技術が上がると考えている。 

 

３ 第３回運営指導委員会 

日 時  平成３１年２月４日（月）午後２時１５分～午後３時２５分 

   場 所  山口県立下関西高等学校 

出席者  運営指導委員（５名）、県教育庁等（２名）、宇部高等学校（１名）、下関西高等学校（６名） 

 

（１）発展探究校内発表会について 

◎ 中間報告会での、それぞれの先生方からの指摘を踏まえた上で、方向転換が必要な研究につい

ては修正されていた。 

◎ 中間報告会の時点ではまだまだと思っていたが、今回の発表会では、なるほどと思うこともあり新しく

発見することもあった。生徒ががんばったのはもちろんであるが、先生方がよく指導されていると感じた。 

◎ 中間報告と比べ、生徒が伸びていた。さすが下関西高校といったところである。縁の下の先生 

方がよく御指導されていると感じた。 

◎ やはり先行研究をしっかり調べる必要性を感じた。何のためにやっているのかなど動機と目的を明

確化し、先行研究を押さえた上で、具体的な実験方法の説明をするなどの工夫をしなければならない。 

◎ 中間報告から半年間分の研究が進んでいるので、発表時間がもう少しあればよかった。 

◎ 先ほども指摘があったが、スライド数が多すぎると感じた。パワーポイントの資料は紙に印刷

されているが、基本的には聞く人が口頭説明のみで理解することができる発表であってほしい。 

 

（２）「発展探究（課題研究）における生徒の主体的な活動の充実」について 

  ◎ 研究のテーマや内容は生徒が主体的に決めているのか。 

  ○ 生徒がグループ内で決めているが、方向性がなかなか定まらないなど時間がかかっているの

で、御助言をいただきたいと思っている。 

  ◎ 御説明のように、テーマや内容決めなどは、生徒の主体的な活動から始まっている。また、今

日の発表会を見ても、生徒は主体的に取り組んでいるという印象を受けた。 

◎ 更に主体的な活動を充実させるためのポイントとしては、発表の仕方が挙げられる。１年間を

通して行ってきた研究の成果を発表する際、普通は面白そうにしゃべるものである。時間制限や

緊張のせいもあるとは思うが、今日の発表会では、あまりそのような面が見られず残念である。

今後は面白そうにしゃべるということを目標の一つとしてみるとよい。 

 

（３）第２回運営指導委員会以降の取組について 

  下関西高等学校より取組を説明 

【協議・質疑応答】 

◎ 文部科学省から自然科学と人文社会科学との連携の重要性が示されている。高校生においても

データを用いた分析は必要であるので、文系・理系を分けずに指導してほしい。 

○ 参考にさせていただく。 

◎ 今日の発表会でグループの評価はできるが、個人の評価についてはルーブリックに従ってプロ

セス評価を行うのか。 

○ 個人評価は担当がプロセス評価を行っている。全体で集約していないので今後集約していきたい。 

◎ 「教科横断」をポイントとして挙げているので、運動方程式の学習において、微分積分の手法 

を用いて教えてほしい。カリキュラム開発の成功例になると思う。 

  ○ 数学の教員と協力して積分を用いて、エネルギーの単元を学習する予定である。 

◎ 進学実績と主体的に研究に取り組む態度の育成とは関連すると考えている。 

 



平成３０年度 課題研究テーマ一覧 

 

表１及び表２は探究科の２年次生が「発展探究」で取り組んだ課題研究のテーマである。なお、図１

から図３は、山口県において探究科や理数科に所属する生徒が集まり、課題研究の成果を発表する「探

究学習成果発表大会」で本校を代表して口頭発表を行うグループ（表１、２の◎印がついたグループ）

の研究要旨である。 
 

表１ 自然科学科 ５６名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 人文社会科学科 ２４名 

研究班名 課題研究テーマ 生徒数 

国語班 
◎「源氏物語」が今も魅力を持って

いるのはなぜか。 
４人 

地理歴史班 ある“西高体操世代”の一日 ５人 

公民班 東京五輪と山口県 ８人 

英語１班 
How to Enhance English Speaking 

Ability in Class 
５人 

英語２班 言語を最短で理解するには ２人 

 

 

 

研究班名 課題研究テーマ 生徒数 

数学１班 
我売洋菓子者也（我ラ、洋菓子ヲ

売ル者ナリ） 
６人 

数学２班 ゴールドバッハの予想 ６人 

物理１班 音の遮断 ５人 

物理２班 ◎津波防波研究 ６人 

化学１班 消しカスから消しゴムへ ６人 

化学２班 鍾乳石の人工的模倣 ６人 

生物１班 コウガイビルの再生実験 ６人 

生物２班 ◎真菌類の作用メカニズム ６人 

保健体育班 
卓球競技におけるスマッシュが可

能な高さと距離 
５人 

家庭班 墨汁を落とす ４人 

図３ 図２ 

図１ 
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